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議 事 日 程  （第３号） 

 

令和６年９月12日（月）午前10時00分開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．９番 福永 桂子 

                   ２．８番 三上  元 

                   ３．３番 寺田  悟 

                   ４．１番 相曽 桃子 

                   ５．４番 山口 裕教 

                   ６．２番 山本 晃子 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。撮影

を許可した者には許可証を交付しておりますので、

御報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き一般質問を行います。 

 本日の質問順序は、受付順により１番 福永桂子

議員、２番 三上 元議員、３番 寺田 悟議員、

４番 相曽桃子議員、５番 山口裕教議員、６番 

山本晃子議員と決定いたします。 

 なお、福永桂子議員の一般質問に対する答弁資料

として、当局より資料配付を求められましたのでこ

れを許可しております。また、山本晃子議員より参

考資料の配付を求められましたのでこれを許可して

おります。資料は、あらかじめ配付させていただい

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 初めに、９番 福永桂子議員の発言を許します。 

  〔９番 福永桂子登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、９番 福永桂子議

員どうぞ。 

○９番（福永桂子） ９番 福永桂子です。今回は、

多文化共生のさらなる発展のためにということで御

質問させていただきます。 

 質問しようとする背景や経緯です。2024年１月26

日の厚生労働省発表によると、2023年10月末時点の

外国人労働者数は昨年比12.4％増の204万8,675人と、

届出が義務化された平成19年以降、最高を更新し、

過去10年では約３倍に増えています。この増加は、

日本が直面している労働力不足や少子高齢化に対す

るために、国が移民政策を緩和して外国人労働者を

積極的に受け入れる方針を打ち出していることが大

きな要因と言われています。特に、製造業や建設業、

介護分野での人手不足が掲げられます。 

 移民が増加することで発生する課題には、多様な

文化の違いなどを起因とする文化的な統合の問題や

公共サービスへの負担、社会的な一体感の低下など

が考えられます。これらの問題に対処し、外国人市

民と日本人市民が互いに歩み寄り、協力することが

できる多文化共生のまちづくりが可能となれば、よ

り調和の取れた社会の実現を目指すことができます。 

 それには、地域社会と連携した多文化共生の推進、

言語や文化に関する支援プログラムの充実、移民を

受け入れる側の社会基盤の整備などが重要です。 

 湖西市でも同様に、外国人市民は増加傾向にあり

ます。令和６年４月１日現在、外国人人口は4,226

人で、湖西市の人口の約７％を占めています。永住

者や定住者も増加傾向で、国籍や使用言語も多様化

しています。湖西市の企業の多くが外国人労働者を

長年受け入れてきました。多世代にわたって本市に

住み続け、活躍する外国人市民も多くなりました。

また、ＩＣＴの活用による情報提供、感染症の拡大、

前例のない自然災害の発生など、生活者として暮ら

し続けるための日本語教育の推進がさらに重要にな

っています。これらの社会情勢の変化を踏まえて、

外国人との共生について、湖西市も改めて考えてい

く段階に突入していると言えるでしょう。 

 質問の目的です。この背景や経緯を踏まえて、次

期第４次湖西市多文化共生推進プランは、しっかり

とした根拠と市民の支持を得た内容であることが重

要です。そこで、新たな提案を含め、湖西市多文化

共生推進プラン改正に向けた市の認識と具体的なア

クションを確認し、共に多文化共生のさらなる発展

を目指します。 

 質問１に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（福永桂子） 上位５地区別外国人人口及び

比率、上位３在留資格の過去５年間の推移、外国人

児童生徒の過去５年間の推移、現在と10年前と比較

したブラジル人市民の年齢層別人口及び比率を伺い

ます。また、現時点で市が注目している外国人市民

の現状と、課題や成功点についてもお伺いしたいと

思います。 

 ちょっとお願いがあるんですけれども、現時点で
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の市が注目しているっていうところとデータの情報

等を切り離して、まずはデータから聞いてもよろし

いでしょうか。お願いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。市民安全部長。 

  〔市民安全部長 山本健介登壇〕 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 事前に配付させていただいております資料を御覧

いただきたいと思います。まず、上位５地区の外国

人人口及び外国人比率につきましては、令和６年３

月末現在で、多いほうから順に鷲津地区が2,119人

で12.6％、新居地区が1,056人で6.8％、岡崎地区が

637人で4.6％、白須賀地区が227人で5.8％、知波田

地区が71人で2.1％となっております。 

 続いて２番目、人口が多い在留資格は過去５年間

共通で１位が永住者、２位が定住者、３位が技能実

習となっております。 

 ３番目、外国人児童生徒の過去５年間の推移は、

令和２年度の234人から令和６年度までの５年間で

36人と270人に増え、全児童生徒数に対する外国人

児童生徒の比率は5.1％から6.5％に増加しておりま

す。 

 ４番目、ブラジル人住民の年齢層別人口を10年前

の平成26年３月末と令和６年３月末で比較しますと、

10年前は０歳から18歳が327人で23.7％に対しまし

て現在は441人で20％、19歳から64歳が10年前の

1,038人で75.3％に対しまして現在は1,696人で77％、

65歳以上が10年前の13人で0.9％に対し現在は66人

で3.3％となっております。以上が前半部分のデー

タについての回答となります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 分かりやすいデータの表示を

ありがとうございます。このデータを基に、湖西市

の目指す多文化共生社会における特徴、またその課

題への対応策をどのように読み取られているのでし

ょうか、お聞きいたします。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） 今のお尋ねは、質問

への質問の後段部分ということでよろしいでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） よろしいですか。 

○９番（福永桂子） はい。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長、お願いします。 

○市民安全部長（山本健介） ではお答えいたしま

す。 

 外国人市民の現状につきましては、1990年の改正

出入国管理及び難民認定法の施行を機に、南米日系

人を中心といたしまして急増いたしましたブラジ

ル・ペルーなどの南米系出身者の方が現在も６割以

上を占めており、この方々、今後は高齢化の進行が

想定されているところであります。また、近年はア

ジア系出身者の方が増えておりまして、出身国もベ

トナムやインドネシアだけでなく、ミャンマー、ネ

パール、カンボジアなど多国籍化が進んでおります。

今後の育成就労制度創設と特定技能制度改正により

まして、定住化の進展が想定されているところであ

ります。 

 市の多文化共生施策といたしまして、外国人総合

窓口での通訳支援をはじめとする多言語対応や、国

際交流イベント、講座の実施については対応できて

いる部分があるというふうに考えております。 

 ただ一方で、日本語教育や日本人コミュニティと

外国人コミュニティとの良好な関係の構築につきま

しては、さらに取り組むべき課題であるというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） ありがとうございます。私も

大体よく似た意見を持っております。 

 １つずつ少し私が読み取ったものを言っていきた

いなと思います。１番の地区別外国人人口ですけれ

ども、この場合はやはり鷲津に集中しているという

ことで、地域特性に応じたサポートの体制の整備が

必要ではないかなと思います。特に、比率が高い地

域では、行政サービスへのアクセスというところを

強化していく必要があるのかなと感じています。 

 ２番目の上位３在留資格の推移を見ますと、永住

者、定住者は増加傾向です。その永住・定住者向け

の長期的な支援と、それから技能実習生向けの短期
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的支援というものに分けたほうがいいと思うんです。

技能実習生は、短期間で生活に適用できるように雇

用先と連携した生活サポートや、日本語研修の強化

が必要だと思います。また、永住・定住者向けの長

期的支援となりますと、社会参加や地域貢献を促進

するためのプログラムが求められてきます。特に、

永住者が多く住む地域でのコミュニティ形成や、リ

ーダーシップの育成が重要です。 

 ３番目なんですけれども、外国人児童生徒の推移

では、児童生徒はじりじりと増えてきています。こ

の教育支援の強化は喫緊の問題だと思います。学習

日本語教育、生活者としての日本語教育の強化だけ

ではなくて、異文化の理解を深めるための教育カリ

キュラムの開発も重要と思われます。 

 ４番目のブラジル人市民の年齢層別人口と比率と

いうところでは、やはり若年層へのキャリアの支援、

それが大切と思うんです。特に、基本プランではあ

まり触れられていない高校卒業後の進学や就職支援

を強化していく、また地域社会での定着を促進する

施策が必要と思います。また、若年層が地元に根づ

くための就業機会の創出も求められていると思いま

す。もちろん、増え続ける外国人高齢者への医療、

そして福祉サービスについての支援も必要となって

くると思います。 

 こちらが私の読み取りです。現時点で市が注目し

ている外国人市民の現状と課題や成功点について、

まだ何か言い残されていることがあればお聞きした

いと思います。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 今議員のほうがおっしゃられたようなことは、お

おむねこちらのほうでも問題視しているところであ

ります。ただ、データとしてここのデータだけでは

なくて、この後でも一部回答含まれますが、今後策

定する第４次湖西市多文化共生推進プランにおきま

して、こういった課題については解決する必要があ

るかなというふうに思っておりますが、それぞれ日

本人住民それから外国人、それから企業におきまし

てもそれぞれ共生を行っていく上でどういう問題が

あるかっていうことを、今回アンケートではそれぞ

れにお聞きするような形で、アンケートをさせてい

ただく予定となっております。そのアンケートの結

果で、実際のニーズの部分であったりとか、不安の

部分であったりとかっていうことを掘り下げを行い

まして、その湖西市多文化共生推進プランの改定に

向けて作業を進めていきたいというふうには考えて

いるところであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 社会情勢によってやっぱり外

国人に関するデータというのは、上下増減を示すと

判断していますけれども、一番大切なことは市役所

と市民が一体となって課題を共有する、そして解決

策を一緒になって模索していくということだと思う

んです。 

 ちょっとアンケートが出たので再質問になります

けれども、私は湖西市の施策の特徴は、外国人住民

が地域社会に溶け込んで、共に生活できるような環

境づくりに力を入れているところだと思っています。

交流イベントであろうが防災、防犯という生活の安

全面、そして異文化理解講座など地域での取組がと

てもスムーズに行われて、大変よい成果を得ている

と感じています。ただそれは、やはり湖西国際交流

協会の仕事に頼っているかなというようにも思える

んです。湖西国際交流協会が委託の枠だけにとどま

らず、積極的で多大なボランティア活動、それに起

因していると思います。ただ、多くの施策が湖西国

際交流協会におんぶにだっこという状態は、このま

ま続けることはできないと思いますので、これから

は広範囲でのボランティア団体の発掘が必要ではな

いかと思うんです。この点について、少し見解をお

聞きしたいです。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 今議員おっしゃったとおり、湖西国際交流協会に

多大な御確認をいただきまして、一生懸命やってい

ただいておりまして、これまで湖西市のこういう共

生事業が進んできたところは誰もが知っているとこ

ろではあると思います。もちろん、ほかの団体でも

いろいろ手をかけていただいているところもあろう
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かと思いますし、これからそういうことを考えてる、

やりたいなと思ってる方もいらっしゃるかとは思い

ますんで、そういったところにつきましても発掘を

行いまして、一緒に手を取り合ってやっていけるこ

とができたらいいなというふうには考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 人材育成と発掘、よろしくお

願いいたします。 

 それでは２番目に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（福永桂子） 湖西市多文化共生推進プラン

の改正に向けての準備が必要ですが、具体的なアク

ションとしてのステップを踏まえて、どのように進

めていかれるのかを伺います。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 第４次湖西市多文化共生推進プランの作成に当た

りましては、現状分析と課題整理を基に、今後、市

が取るべきアクションを具体的に示していく予定で

す。 

 先ほどもお答えしましたとおり、策定過程におき

ましては、外部委員による協議会や庁内各課からの

意見を集約したものを、アンケート調査の結果分析

を踏まえまして、施策の進捗状況の整理、国や県の

動向把握や関連制度の整理等を行いながら進めてま

いります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） スケジュールとしては、まだ

決まっていないですか、改正に向けたスケジュール

です。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 今年度につきましては、先ほど申しましたアンケ

ートを実施いたします。これが３月末までにはアン

ケートの集計を行いまして、提示できればいいかな

というふうに思っております。来年度は、そのアン

ケートの結果を基に計画の改定のほうを進めて、来

年度末の計画改定を目指したいというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 具体的にやっておくべきこと

で、私が大切と考えることを４点挙げてみたいんで

すけれども、１番は現状分析とおっしゃったとおり

現行プランの評価をしっかり確認しておくこと、２

番は具体的なスケジュールと関係するステークホル

ダーの関与と思うんです。湖西市多文化共生推進プ

ラン改正において、市民団体や外国人コミュニティ、

専門家などそのステークホルダーがどのように関与

しているのかを明確にしていくことだと思います。

３点目は、課を横断する施策をつくり上げるべきな

のは明らかなんです。市民であるわけですので。な

ので、これに対する方策というのはとても大事にな

ってくると思うんですけれども、ちょっと質問です

けどもこれについてどのような方策が考えられると

思われますか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 先ほど申しましたその協議会の中には、例えば自

治会の代表の方であったりとか、それから有識者の

方であったりとか、それから産業界の方であったり

とかいろいろな方が入っていただいております。そ

の中で、いろいろな意見を頂戴しているところであ

ります。 

 これから改善につきましては、その協議会の中身

の議事録や何かも当然市民のほうにも公開していく

予定ではありますので、そういったところで周知を

図りながら、アンケートも含めまして皆さんの広い

意見を聞いていくということが大事なのかなという

ふうには思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） それもとても大事なんですけ

れども、やはり市役所内の全課を横断するそういう

ふうな施策が必要と思うんです。例えば、男女共同

参画であったら、ほとんど全ての課から施策が上が

ってきて、それを会議をしてそしてまた評価として

返していくっていうことをやっているんですけども、
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やはりこれからの多文化共生社会への推進も、包括

的な形でやっていくっていうことが必要なんじゃな

いかなと私は思っています。 

 それで４点目なんですけども、改正に際しては市

民参加を強化して、透明性を高めるということが大

事と思うんです。今アンケート調査とおっしゃった

んですけども、それ以外にどのようなことができる

のかということをお聞きしたいです。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） ちょっとすいません、

それ以外というと具体的にどのようなものを想定さ

れているのか分かりませんが、意見聴取につきまし

てはアンケートをまずやろうというふうに考えてお

ります。それに先立ちまして、そのアンケート項目

におきましては、先ほど言いましたその協議会など

で市民代表である委員の方であったりとか有識者の

方であったりとか、その人たちがそれぞれに思って

いる問題意識であったりとかっていうものを、なる

べくそのアンケートのほうにも反映させまして、市

民がやはりそういうふうに思ってるのかどうか、外

国人の方がどう思ってるかどうかというところも含

めて調査をするように考えておりますので、そこの

部分も含めて、市民のほうからは意見をある程度い

ただけるものではないかなというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） それはよく市役所がされるわ

けなんですけども、アンケートで上がってくるそう

いう意見も大事なんですけど、例えば地域住民との

対話の場を設けて、外国人市民の声を直接聞く機会

を増やすことで、より現実的で有効な施策を導入で

きるんじゃないかなと思っているんです。例えば、

公開フォーラムやそういうものも取り入れてもいい

んではないかと私は感じています。 

 より多くの市民が湖西市多文化共生推進プラン改

正に関与できる、その機会を提供していただけると、

さらに多文化共生への支持が広がると思いますので、

この点を重視していただきたいなと思っています。 

 では、３番に入ります。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○９番（福永桂子） 磐田市は、オンライン学習や

日本語指導ボランティアの育成、関係機関との連携

を通じて、より柔軟で専門的な日本語学習支援を提

供し、外国人市民の多様なニーズに対応できる体制

を整えています。それについて市の見解を伺います。

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 磐田市は、本市同様に湖西国際交流協会に委託し

て日本語教室を開催しており、事業の特徴といたし

ましては日本語教育コーディネーターの配置やレベ

ルチェック、オンライン教室の実施や日本語ボラン

ティアの育成などが挙げられております。オンライ

ン学習につきましては、本市といたしましては教室

への通学が難しい方の日本語学習機会の確保につな

がるメリットがあるというふうに考えておりますの

で、現在、文部科学省が設置している日本語学習サ

イト「つながるひろがるにほんごでのくらし」の広

報を行っております。また、日本語ボランティアの

育成につきましては、本年度から日本語支援者養成

講座の実施を予定しておりまして、日本語学習支援

へ多様な人材に参加いただくことにつながることを

期待しているところであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） ３番で私が重要視しているの

は、オンライン学習なんです。国や県の提供するイ

ンターネット上の学習のリソースは、確かに存在し

ていますしチェックもしてみましたけれども、それ

らは多くの場合、一般的な内容や全国向けに作成さ

れているんです。なので、地域特有のニーズであっ

たりとか、湖西市の実情に合った内容が不足してい

るなという見解です。これは、既存のインターネッ

ト学習の限界でもあると思います。 

 確かに、外国人の中にはインターネットを十分に

活用できないという方もいらっしゃるんですけれど

も、これを理由にオンライン学習を断念するのでは

なくて、むしろその課題に対応するためのサポート

体制を整えるべきかなと逆に思っています。オンラ

インとオフラインのハイブリッドモデルというのを
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御存じでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） 申し訳ございません、

今ここで初めて聞きました。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） オンライン学習とオフライン

学習、対面学習の利点を組み合わせた教育方針です。

このモデルは、学習者がオンラインで教材にアクセ

スしたり自習学習したりする一方で、定期的に対面

での授業やワークショップに参加します。これによ

って、オンライン学習の柔軟性と対面学習の直接的

なコミュニケーションの両方を活用することができ

るというモデルです。 

 例えばオンラインで基礎学習をする、そしてフォ

ーラムやチャットを通して、学習者同士が疑問を共

有したり教師からのサポートを受ける。オフライン

で、対面で実践的な会話練習など、また文化交流イ

ベントへの参加などもできます。コストの面では、

既存のプラットフォーム、グーグルクラスルームや

ズームなどを利用することで、コストを抑えること

ができます。このようなモデルですけれども、幅広

い学習者に対して、外国人が多様な状況でも学習を

受けられるような仕組みを構築しやすいと言われて

います。 

 このモデルを取り入れて、成果を上げている自治

体は近隣だと名古屋市ですので、また学習していた

だいて、日本語教育の機会の提供に生かしていただ

きたいなという思いです。 

 今聞いたところで、このハイブリッドモデルとい

うのはどう思われますか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 学習手段、今おっしゃられたとおりいろんな手段

があって、その中の一つとして有効なものであるの

かなというふうに分からないながらも思いました。

ただ、これからそれが実際に湖西市として取り組ん

でいけるものかどうかというところも含めまして、

今後研究させていただきたいなというふうに思って

おります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） ありがとうございます。それ

では、４番に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（福永桂子） 日本語学習機会の充実につい

て、教育委員会や教育機関との連携についてのお考

えを伺います。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 子供の日本語教室は、平日の放課後に２か所で計

３教室、夏休み期間におきましては１か所１教室を

開催しております。また、小中学校編入前の児童生

徒を対象とした通年プレスクール事業、小学校入学

前の親子を対象とした春のプレスクール事業も実施

しております。 

 教育委員会とは、外国人児童生徒支援連絡協議会

で課題の協議、通年プレスクール事業を受講する児

童生徒の学習状況の共有、また各教室の募集チラシ

の配布協力など連携を行っているところであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 日本語学習機会の充実につい

ては、私はやはり学校での学習がキーとなるのでは

ないかなと思っています。外国人児童生徒の数が増

加していることに対応するためには、教育や生活環

境の整備がますます重要になるんです。一番必要な

のは、やはりコミュニケーションができる日本語教

育の充実です。それを考えますと、学校での学習が

とても大切なことが分かります。 

 １点目に、放課後学習支援プログラムの導入がで

きます。また２点目に、夏期・冬期講習の実施が導

入できます。また、３点目に保護者との連携強化プ

ログラムを確立させることができます。また４点目、

異文化交流プログラムの開催など、学校内で取り組

めることは多数あります。確かに、学校もいろいろ

忙しいところもあるんですけれども、なおざりにな

らないように学校での学習ということを強化してい

ただきたいなと思っています。 

 質問なんですけども、日本語教育の充実と保護者

との連携について、教育委員会のお考えをお聞かせ
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ください。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えをします。 

 今保護者との連携でということで１点ありました

ので、やはり今、外国人の方も増加をしているとい

う中で、日本語を十分話せない、使いこなせない保

護者の方も増えております。今、湖西市教育委員会

としましては、子供の適応指導のための指導員を２

名、そして通訳員として３名を配置をしているとこ

ろですので、特にこの通訳員とこの指導員２名につ

きましては、子供への文書の翻訳等だけではなくて、

保護者と様々な連絡を取る際に、その通訳員の方た

ちにはかなりの部分をお願いをして、教員と一緒に

間に入っていただいて、いろいろな連絡をしている

ところです。放課後に保護者との連携をするような、

何か会を開催するとかそのようなことはなかなかで

きていませんが、日々の地道な連携を行っていると

ころであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 日本語教育の充実については

どうでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） では、お答えをいたします。 

 まず日本語教育ということで、外国人の児童生徒

を、授業から、教室から取り出しをして、日本語教

室の中で日本語指導を行っています。これには、県

の加配教員、加配をしていただいた教員が３人、あ

と同じく県から非常勤職員ということで会計年度任

用職員ですが４名、合わせて７名を湖西市のほうに

県から配置をしていただいて、その職員によって日

本語指導のほうを各校で行っているところです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 日本語教育の充実という面で、

充実の大切さとかそういうことを少しお聞きしたい

んです。日本人と外国人の子供たちが、どのように

一緒になって学んでいくと充実が得られるのかとか、

その辺りをちょっとお聞きしたかったんですけれど

も。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えをいたします。 

 現在のところ、市内にはかつては鷲津小学校とか

岡崎小学校の特定の学校に外国人の児童生徒さんが

集まっているというそういう経緯もあります。ただ、

現状はいろいろな学校にいろいろな国籍の外国人の

児童が、入学をしてきているというふうな状況がま

ずあるということを前提にして、やはりその子たち

が周りの日本人とともに、なかなか日本語は分から

ないんだけど周りの子に教えてもらいながら、学校

生活を送っていくということは、極めて大切なこと

だというふうに考えています。ですので、これはも

ちろん日本語の指導ということで、教員が取り出し

をして日本語の指導を行っていくわけなんですけど、

やはりその学校生活の中で、周りの子供たちと一緒

に簡単な日本語を使いながら、一緒に活動していく

ということは、日々の学校生活の中で行っているこ

とですし、小学校でのそうした取組が中学校になっ

て、日本人と遜色なく活躍をしている外国人の子も

出てきているというふうなそんな状況です。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 日本語教育が本当にうまくい

けば、外国の子供たちが早期に日本語でコミュニケ

ーションできるようになれば、今ある市役所の支援

というのは半分になっても大丈夫なんですよね。な

ので、本当に外国人の子供たちが日本人の子供たち

と一緒に学べるその環境とか、語学力をやはりつけ

ていくっていうのはとても大切なことだと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 そして、放課後学習支援プログラムの導入はどう

お考えになるでしょうか。これは、豊橋市が取り入

れていまして、日本語の補習や教科でもサポートを

受けて、児童の学力向上に寄与しています。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えをいたします。 

 現状、湖西市のほうでは行っていないことであり

ますので、豊橋市さんのほうで行っているという情

報を今いただきましたので、少し研究をしてみてそ

れが湖西市で導入が可能なのかどうなのかというと
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ころから、少し研究をしてみたいなというふうに思

います。そういう場が用意できれば、子供たちにと

ってはプラスになるだろうなというそういう感覚は、

今お聞きしていて受けました。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 豊橋市だけではなくて、日本

全国いろんな市がやっていますので、ぜひおっしゃ

ってくださったように学んでいただきたいなと思い

ます。 

 そして小中学校で取り組めるバディシステムって

いうものがあるんですけれども、これについては御

存じでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えします。申し訳あり

ません、よく分かっていません。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 前もって教育委員会のほうに

は言っておいたんですけれども、取り上げるという

ことを。小中学校で取り組めるバディシステムは、

日本人児童と外国人児童をペアにして、学校生活や

学習面で互いにサポートし合う仕組みです。特に、

新しい環境に適応が必要である外国人児童にとって、

安心感を与えて学校生活へのスムーズな適応を促す

目的で導入されています。 

 このモデルを取り入れて成果を上げている自治体

は近隣だと豊田市です。実際に体験して、また判断

していただければなと思います。 

 今、ペアにして学校生活をやっていくっていうこ

とに対して、どう思われるでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えをいたします。 

 日本人のお子さんとその外国人の子がペアになる

ということで、今議員おっしゃるとおりに恐らく安

心感というのは、出てくるだろうなという印象を受

けました。 

 １点課題だなというふうに思うのは、それをする

ことによって、日本人の子供さんが例えば授業に集

中できなくなるとか、その外国人の子が気になって

しまうとか、何とかしてあげようという思いから本

来やるべきことに集中できなくならないといいなと

いう、そういう課題は今感じていたところです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） 課題までありがとうございま

す。そうですね、時間や時期とかいろいろ考えない

といけないことはたくさんあると思います。ただ、

子供たちで助け合える、大人の手を借りなくてもみ

んなで助け合って学習していける、生活していける

というのはやはりメリットかなと思っています。 

 外国人児童生徒の増加に対応するためには、日本

語教育の充実と多文化への理解の促進と、そして保

護者との連携強化が必要だと思いますので、この点

において、教育委員会はとても重要な役割を果たす

義務があると思うんです。ぜひ、次期プランに積極

的に関わっていただきたいなという思いです。 

 それでは、５番に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（福永桂子） 外国人市民が自分の日本語能

力を適切に理解し、ニーズや目的に見合う学習機会

を得られるように、日本語能力判定を取り入れてみ

てはどうでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 日本語能力判定につきましては、受講開始前や受

講期間終了後に実施することによって、適切なクラ

ス分けや受講者のモチベーション向上、受講効果の

可視化が期待されるところであります。 

 現在、市が委託している教室では、簡単な挨拶や

会話を通じてクラス分けを行っておりますが、今後

は受講者モチベーション向上にも生かされるような

判定方法の導入を研究していきたいというふうに考

えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） この制度を導入しているのは、

近隣では浜松市や磐田市です。そして大阪府豊中市

では、特に子育て中の母親や労働者向けに提供され

ていて、生活に必要な日本語能力を強化する目的で
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使われています。 

 今おっしゃったように、この試験の導入は外国人

市民が自らの学習進度を客観的に把握して、適切な

学習を進めるために非常に効果的だと思われます。

市役所としてもパイロットプログラムを実施して、

まずは小規模から効果を検証してもいいのかなと思

いますので、ぜひ取り入れていただきたいなと思う

ものです。 

 では、６番に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（福永桂子） 多文化共生を推進するための

施策として、外国人市民の高齢化社会への備えの取

組についてどのようにお考えか伺います。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 最初に答弁させていただきましたとおり、65歳以

上のブラジル人住民が10年前の５倍になるなど、外

国人市民の高齢化は確実に進んでいるところであり

ます。今後見込まれます介護保険サービスの利用増

加に備えるため、高齢者福祉情報の多言語化や福祉

関係機関と、多文化共生関係機関との連携が必要で

ありますので、次期多文化共生推進プランにおきま

しては、対応策等について位置づけをしていきたい

というふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） よろしくお願いしたいと思い

ます。この傾向というのは、湖西市の福祉サービス

や医療支援の需要を高める要因となりますので、市

にとってもとても大切なことだと思います。 

 これも、豊橋市の取組に外国人介護支援事業があ

って大変成果を上げています。豊橋市は、ブラジル

人やフィリピン人の高齢者が多く移住している地域

なんですけれども、豊橋市では介護福祉士の外国人

スタッフを積極的に雇用しています。そして、外国

人高齢者が母国語で介護サービスを受けられる体制

を整えています。また、地域のボランティアグルー

プと連携して、外国人高齢者の孤立を防ぐための見

守り活動も展開しています。 

 横浜市なんですけれども、多言語対応を導入した

高齢者施設を運営しているんです。この施設では、

日本語以外の言語で対応できるスタッフをたくさん

配置しています。また、浜松市では大変ブラジル人

コミュニティが大きいんですけれども、外国人高齢

者向けのケアネットワークを構築して、このネット

ワークでは医療機関や福祉団体、ボランティアグル

ープが協力して、外国人高齢者が必要なサービスを

受けやすい環境を提供しています。 

 そして、今おっしゃったようにさらに多言語対応

の緊急連絡カードや、外国人向けの介護情報冊子を

配布もしております。 

 いろいろと本当に切りがないぐらい事例がありま

すので、現在のプランには介護支援の具体的な施策

がありません。なので、いろいろな自治体の事例を

勉強していただいて、ぜひ湖西市の状況に合った福

祉サービスや医療支援を、未来に向けて充実させて

いただきたいなと思います。 

 それでは、７番に入ります。 

○議長（馬場 衛） 福永議員に申し上げます。残

り時間が少なくなっておりますので、御留意いただ

きたいと思います。 

○９番（福永桂子） 共生社会の発展に向けて、湖

西市の多文化共生推進プランが市民の支持を得るこ

とが求められています。そのための市の方策と気概

を伺います。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 次期多文化共生推進プランが市民の支持を得るた

めには、策定過程を公開しながらデータに基づいた

現状分析と課題整理を分かりやすく説明し、多文化

共生施策が市の活力創出につながることを示す必要

があると考えております。 

 そのため、アンケート調査の結果や多文化共生社

会推進協議会の公開やアンケート調査の結果など、

情報発信を積極的に行いまして市民に理解していた

だけるよう努めてまいります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） その中の一つに、積極的な参

加型のイベントや、ワークショップを通じて透明性
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を確保していくっていうことは、考えていただける

でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） その策定過程につき

ましては、今後いろいろな手法があるかと思います

んで研究してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永議員。 

○９番（福永桂子） ぜひ、市民が多文化共生の価

値を実感できるような取組、公開が必要かなと思い

ます。 

 そして一つ、市民からの意見を集めるだけではな

くて、どのように反映されたかをフィードバックす

ることで、信頼と支持を高めることもできると思い

ますのでお願いしたいと思います。 

 終わりにまとめになりますけれども、時代は共生

社会に向かっています。多文化共生社会は、主に異

なる文化的背景を持つ人々が共に生きることを強調

します。 

 共生社会は、全ての人々の平等な参加と支え合い

を重視して、より包括的な概念と言えます。この多

文化共生社会の一部とみなすことができるでしょう。

外国人市民も日本人市民も、この湖西市で自分らし

く自立して生活できるように、状況に応じた柔軟な

対応が必要だと思います。 

 それゆえ、時代が要求してくる共生社会を見据え

て、多様なニーズに応える包括的な政策を熟考され

て、市民が認める第４次多文化共生推進プランが策

定されることを私は期待しています。 

 これで、私の一般質問は終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、９番 福永桂子議員

の一般質問を終わります。 

 次に、８番 三上 元議員の発言を許します。 

  〔８番 三上 元登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、８番 三上 元議

員どうぞ。 

○８番（三上 元） ８番 三上 元でございます。

それでは、通告に従って一般質問を始めます。 

 海外への留学の支援という問題でございます。こ

の20年間の留学生の推移を見てみますと、日本への

留学生は着実に増加しております。世界における日

本の位置が、それなりに大きくなっている気もして

うれしい限りでありますが、一方で日本からの留学

生はさほど増えておりません。この七、八年を見ま

すと、まず新型コロナウイルス感染症で落ち込みま

した。その後の回復が鈍いんです。特に、滞在期間

１年以上の日本からの留学生は、2016年に2,456人

これがピークでございまして、そして新型コロナウ

イルス感染症で落ち込むわけですが、2022年に

1,917人までしか回復しておりません。２割以上回

復してないわけです。 

 そんな今年、5,000円札津田梅子さんが登場しま

した。これはやはり、日本の政府も留学ということ

に、もっと注目しようというふうに考えたのではな

いかという感じがいたしました。 

 この津田梅子さんは、６人が留学をするんですが

一番年少は６歳なんです。それが津田梅子さんです。

津田梅子さんは、11年間アメリカに滞在しました。

大山捨松さんという有名な方が一番年長でございま

して、その人も11年滞在したわけでございます。こ

れを提案した人物は、初代文部大臣の森 有礼さん

でございます。森 有礼さんは、文部大臣に38歳で

なって42歳で暗殺されています。あまりにも急激な

変化を求める人ということで、日本の国粋主義者が

暗殺をするということでしたが、４年間ではありま

すが大変大きな教育分野における功績をなした人だ

というふうに私は考えております。 

 そして、豊田佐吉翁の有名な言葉に外は広いぞと

いう言葉があります。この発言をしたときは、海外

への工場進出をしようと言ったときに、家族も周り

の取り巻く会社の幹部も、そんな冒険やめようよと

いうふうにいさめたわけでございますが、そのとき

の有名な言葉が外は広いぞでありますが、この言葉

は日本の学生たちに、海外留学をしてくれというふ

うに私には聞こえてしまいます。 

 10年以上前になりますが、たしか前々教育長の時

代に、豊田佐吉翁記念奨学金をもらった学生十数人

と一緒にトヨタ自動車株式会社を訪問し、そのとき

にその当時は豊田章一郎さんと豊田章男さん、名誉
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会長と社長というときにお会いを何度かしたわけで

ございますが、そのとき学生さんたちに向かって豊

田章男さんがこう言いました。皆さん、海外への留

学に関心がありますか。私は、海外への留学ももっ

と積極的にしてほしいと思っているんだけれども、

どうも日本の大学生は外国への留学それほど熱心だ

と思えない。私はそれが不満なんだというふうに、

豊田章男さんがおっしゃったことをいまだに私は思

い出しております。 

 そこで、私のこの質問の目的でありますが、私は

日本の教育は２つの柱が必要だというふうに思って

おります。それは多分、推定でありますが森 有礼

さんもそう思ったんだと思います。 

 第１は、国民全体の知育・徳育・体育のレベルを

上げること、これは日本の識字率、文字を読む力が

江戸時代に既に世界一の水準だったということから

見て、大衆のレベルを上げる教育は日本はもう100

年以上前から進んでいたんだというふうに思います。

しかし、今ここへ来て第２の柱が必要だということ

を私は特に感じています。第２の柱というのは、

1,000人に１人の日本のリーダーを育てること、こ

れが第２の柱でなければならないというふうに私は

思っているわけでございます。1,000人に１人とい

うことは１億人ですと10万人です。１年に１万人以

上の人に行っていてほしい、10万人をつくるにはそ

れぐらいの形で留学をしないといけないのではない

だろうか。１年以上、６か月とか３か月ではちょっ

と長い旅行した程度でございます。やっぱり私は１

年間行く、津田梅子さんのように11年とは言いませ

んけれども、やはり１年間はいてほしいんだという

ふうに思います。私は３か月間アメリカ合衆国に研

修で、大学生ではなくて会社に入ってから留学をす

る機会、留学というよりも勉強する機会を与えられ

ましたが、そのときにやはりいい経験をしたと思う

けれども、私はちょっと遅過ぎたなと、35歳でなく

もっと早く行くべきだったと反省をした次第でござ

います。そして、湖西市の学生の海外旅行を支援し、

広い世界を実感してもらうリーダーを、湖西市から

も輩出をしたいというふうに今考えている次第です。 

 そこで質問でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上議員、質問の途中なんで

すけど開会から１時間を経過しましたので、質問の

入る前にここで休憩を取りたいと思いますので、よ

ろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） ありがとうございます、どう

ぞ。 

○議長（馬場 衛） それでは、暫時休憩とさせて

いただきます。再開は11時15分、11時15分とさせて

いただきます。 

午前11時01分 休憩 

───────────────── 

午前11時15分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開しま

す。 

 引き続き、８番 三上 元議員の一般質問を行い

ます。主題１、質問事項１番目からとなります。三

上議員どうぞ。 

○議長（馬場 衛） 三上 元議員。 

○８番（三上 元） それでは、一般質問を続けさ

せていただきます。 

 質問事項１、2022年度の日本からの留学生は、５

万8,162人だというふうにインターネットで検索す

ると出てきます。新型コロナウイルス感染症前の水

準に達しておらず、その数の中には１か月未満の学

生まで含めての５万8,000人なんです。留学といえ

ば、１年以上でありたいと私は思っているというこ

とを考え、こういう数字を見て教育長として、１年

以上の留学とそれ以外の留学との実態を見て、どん

な感想なのかを聞きたいんですが。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。教育長。 

  〔教育長 松山 淳登壇〕 

○教育長（松山 淳） お答えをいたします。 

 留学は異文化体験や語学力の向上、国際的な視野

を広げるための貴重な機会であります。そして、学

生にとって非常に有意義な経験となるものと考えて

おります。 

 １年以上の留学につきましては、現地での生活や

学びにより多くの時間をかけることができ、豊かな

成果を得られる可能性があると思っております。ま
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た、短期間の留学であっても学生が明確な目標を持

ち、積極的に学ぶ姿勢を持って取り組むことで、十

分な成果を得られるというふうにも考えています。 

 いずれにしましても、留学期間に関しては学生一

人一人の学習目標や家庭の事情、学校のカリキュラ

ムなど様々な要因によるところが大きいと考えます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 三上議員。 

○８番（三上 元） 今答弁を聞いて、言葉を換え

るとどれもみんないいと、特に私は考え方を持って

いないとそんなふうに感じちゃうんですけど、ちょ

っと不満な現状肯定、それぞれみんないいんだよと

言うと、御自分の意思がまるで感じられないんです

けど、それでいいんでしょうかね。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えをいたします。 

 感想をということで今御質問いただいたわけです

けど、私自身はこの目標、目的によってあったもの

もあるんじゃないかという意味で、どれもいいって

いうふうに聞こえたかもしれませんが、その子に合

った留学の方法、または留学しなくてもその子のや

りたいことが見つかれば、それはそれでいいのだろ

うなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 三上議員。 

○８番（三上 元） お考えは分かりました。ただ、

基本的に私もその人の、やはり留学をしたくてもい

ろんな理由がありますから、そのやりたい理由の留

学に従って経験してくればいいんだと、私もそのよ

うに思っておりますので、私は自分の子供に対して

は、２人の子供に対して留学したらと言ったら片方

は行きましたが片方は行きませんでした。それはそ

れで本人の意向で、お勧めはするけれどもおまえが

決めるんだと、それでいいと思いますし教育長の考

え方として不満ではあるが理解はいたしました。 

 じゃあ、次の質問に行きます。 

○議長（馬場 衛） ２番目ですね、どうぞ。 

○８番（三上 元） １年の留学にどれぐらいのお

金が必要なのかなということで、それぞれの行く国

に従って留学の支援の制度ができていると思います

が、一つの例として、親が１年間で200万円を用意

し、本人はアルバイトしながら勉強をしているカナ

ダへの留学生を知っています。１人１年200万円な

ら、市長と教育長が合意すれば出せる金額だと思い

ます。湖西市には、豊田佐吉翁の名前をつけた奨学

金が存在しております。これは並以上の学力はある

けれども、経済的な理由で進学が難しい方に学費を

支援する制度であります。そういう意味で、冒頭に

申し上げました２つの教育の柱、１つ目の大衆のレ

ベルを上げるという形のほうに属するのが、この現

在の豊田佐吉翁記念奨学金だというふうに思います。 

 もう一つの柱、1,000人に１人のリーダーを育て

る留学制度に関しては、今その制度が湖西市には存

在していないんです。もちろん国には存在していま

すし、試験という関門をくぐり抜けなければなりま

せんが、いろんな世界の留学の制度も存在はしてお

ります。しかし、湖西市が支援するんだという人が

年に１人ぐらいあってもいいんじゃないのかなとい

うふうに考えますので、その辺に関して新しい２つ

目の柱の支援を、教育長としてはしようかなという

気があるのかどうかについて、お伺いしたいと思い

ます。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えをします。 

 留学支援制度につきましては、今議員からもあり

ましたとおり、国や県に給付型奨学金制度があるこ

とから、支援を希望される方にはこうした制度を活

用いただくよう御案内をしていきたいなというふう

に思っております。 

 市としては、今すぐ留学支援制度を新設する考え

はありませんが、今後、市民ニーズや事業の優先度

等を見極めて考えてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上議員。 

○８番（三上 元） 教育長のおっしゃること、国

や県には存在をしているので、まずそれをお勧めし、

そのためにある程度の関門をくぐるために勉強もし

なきゃいけないよと、いい助言をそういう人たちに、

経済力がそれほどはないけれども留学の希望は強く

持っているという人たちがおりましたら、適切な助
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言をし、肩押しをしていただきたいなということを

思います。 

 もう一つ、アイデアのレベルではございますが、

今ふるさと納税というものがあり、何億円という単

位で一応集まってはいるんですね、若干じり貧の気

はありますが、しかしこの１年間は回復の兆しも見

えていると、この使い道に関して御希望はあります

かという意向を聞いてるわけです。その中には、教

育へとか子育てへとか、ぼやっとした大ざっぱな方

向ぐらいしか言ってこないというアンケートに、そ

もそもがそうなってるわけです。これをもう少し、

使い道に対して具体的な提案をして、海外留学支援

とか、あるいは母子家庭への支援というふうにもう

少し細かく、ここに対してお金を使ってくれという

アンケートを、方式を変えることによって海外留学

支援というのが集まってきたら、200万円に達した

ら１名１年間送るんだとかそういうことも可能だと

思うんです。ふるさと納税の目的の立て方、これに

対してぜひ教育委員会としても意見を言って、具体

的なこういうところに金を使ってほしいんだという

声を吸い上げてほしいなという気もするんですが、

いかがでしょう。 

○議長（馬場 衛） 通告で出てないもんですから

あれですけど答弁できますか、今の関係で。市長で

いいですか。 

○市長（影山剛士） 答えられないでしょうから、

僕がお答え申し上げます。 

 アイデアベースとして承って、ふるさと納税の使

い道は、それは今ざっくりとさせていただいてます

し、細かくやるという案もあろうかと思います。そ

れから、これは海外留学だけではなくて、それは目

的よりもっと福祉を細分化するだとか、子育て支援

を細分化するとかありだと思いますが、そこまでふ

るさと納税でやるかどうかという議論はあろうかと

思いますので、そこは今後の検討かなというふうに

思っております。 

 ついでなんでと言うのはちょっと失礼ですけど、

海外留学そのものに関しては議員と全く趣旨は、理

解はというか同感で思っております。他方で、やっ

ぱりそれはこの市の規模からいっても国策であった

りとか、学校のほうでやっていただいたりだとか、

その中でまずは進めていくべきものだろうなという

ふうに前一回言ったような気がしますけれども、そ

んな気がしております。もちろん、豊田佐吉翁記念

奨学金の枠組み、新しく含めるとか手段としてはあ

ろうかと思いますけれども、やっぱりかかる金額が

どうしても今の国内の学費も物価なんか上がってま

すけれども、海外留学の円安も含めて金額が大分違

ってきますし、豊田佐吉翁記念奨学金はよく御案内

のとおり、やっぱり市民の皆さん、豊田家の皆さん

だとかそういった趣旨でこれまでもあの基金をつく

ってきてますので、そういった趣旨も、中で使い道

に関しては議論していかないといけないのかなとい

うふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 三上議員。 

○８番（三上 元） 海外留学に対して、市長は大

きな方向としては私の考え方に賛同していただける

ということを聞きまして、教育長も意向としては承

ってくれるという、方向に関して理解していただい

たことをもって満足とさせていただきます。ありが

とうございました。 

 ２つ目のテーマに移りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○８番（三上 元） ２つ目の主題は、ストローな

しの学校給食についてでございます。 

 実は、私が一般質問を提出して10日後ぐらいかと

思いますが、９月６日の地元紙がこういうタイトル

の見出しだったんです。海のごみの深刻さを知って

という見出しが出てたんです。劇団たんぽぽの上演

会が湖西市の隣、三ヶ日町の尾奈小学校で開催され

るということを報じてくれていた新聞でございます。

副見出しには漂うごみ１億5,000万トンだと、環境

を守る運動で今から始めようという副見出しがつい

たので、私が注目して読んだわけでございます。 

 環境守る運動で一番注目されていることは、ＣＯ

₂をなくそうと、増やしちゃいけない、減らそうじ

ゃないかというテーマが一番注目され、そこで火力

発電をやめようとか、自然エネルギーを推進しよう

ということを行っているわけでございますが、もう
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一つ、海外のごみも大きな問題であるというふうに

思います。政治とか教育は30年先、いや100年先を

考えなければならないと思いますが、地球環境問題

はまさにそこだと思います。 

 プロのダイバーからの声が本になって出ているの

で、三上さんこれぜひ読んでくれと私の友達から連

絡がありました。タイトルは、「海の中から地球を

考える」という題でございます。本の中で、パラオ

共和国のペリリュー島の砂浜が、ペリリュー島とい

うのは大激戦地で有名な硫黄島のモデルと言われる、

長いことざんごうの中で戦ったというところがペリ

リュー島でございます。その砂浜が、プラスチック

のごみだらけというふうにその本に書いてあります。 

 私は実は、20年前にパラオ共和国に行ったことが

あります。そのときには、プラスチックだらけなん

ていうことを全く感じなかったんです。そういう意

味では、この20年間で物すごく増えてしまったのか

なと。小さなヨットのような小船で太平洋を渡ると、

時々がつんがつんとぶつかるものがある。それはま

さに、浮きなんです。捨てられた浮き、何かで故障

してしまった浮きがプラスチックなんです。それに

ばたばたぶつかるという話も出ています。そういう

意味で、私は行ったことのある美しいパラオ共和国

がそうなっていることに大変ショックを受けました。 

 そして今年の６月18日、ちょうど一般質問が６月

で終わったばっかりのところだったんですが、埼玉

新聞が所沢市の小学校32校で牛乳をストローレスパ

ックに変更していると、変更したときの感想がどう

なんだろうかと、小学校の生徒の感想の記事も載っ

ていたわけでございます。 

 そこで質問です。湖西市でも、地球環境を守る運

動の一つとして、先行例を参考にしてストローを使

わない給食を検討してほしいわけでございます。 

 私も喫茶店に時々行きますが、湖西市の喫茶店で

もストローが出てまいります。私はストローは使わ

ないと言って、何も使わずに持ってきたときにすぐ

返すという小さな運動をしておりますが、トイレ掃

除で有名な鍵山秀三郎さんは、ごみを拾うときにこ

ういう気持ちで拾ってくれって言うんです。１つぐ

らい拾ったって世界はきれいにならないよと思っち

ゃいけないと、１つ拾えば１つだけきれいになるじ

ゃないかと、それを見ていた人が１人、２人と増え

てくれば大きな運動になるんだ。だから今からでも、

ちょっとだけでも始めようという言葉があります。

鍵山秀三郎さんの言葉として、私は大変好きな言葉

でございます。 

 そこで、学校給食の牛乳パックにストローが、湖

西市の学校でもくっついているということを確認い

たしました。所沢市以外にも、ストローなしの牛乳

に変更しているところがあると思いますが、湖西市

もその先例を参考にしてほしいのですが、この問題

に関する教育長の考え方を教えてください。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えをいたします。 

 静岡県牛乳協会に確認しましたところ、現在、飲

み口を開けやすい学校給食用牛乳パックの開発に取

り組んでいるとのことでした。この取組により、希

望する自治体にはストローレスの牛乳パックを提供

することが可能になると伺っています。 

 今後の動向に注視し、牛乳パックが開発された際

には保護者にも周知した上で、市として学校給食に

ストローレスの牛乳パックの導入を推奨していきた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 三上議員。 

○８番（三上 元） 方向としては、考えたいとい

う意向を承りましてありがとうございます。ただ、

前回のテーマでもそうなんですが、教育委員会は僕

の意向に関してその方向は理解するよって言うんで

す。方向は理解するんだけど、行動がめちゃくちゃ

遅いわけですよ、給食センターができる３年後には

行いますが３年間は何もしませんとかね。今の聞い

てると、時間的な問題が出てないんですよ。今研究

してて、それができたら希望する学校には来るんだ

よと、一体いつになるのかさっぱり分からない、ま

た３年後でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えをいたします。 

 先ほど静岡県牛乳協会に確認したというお話をさ

せていただきましたけど、静岡県牛乳協会によりま
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すと、令和７年度にそのストローレス牛乳パックを

提供できるよう、準備をしているということであり

ますのでそのタイミングで、とは言ってもいきなり

導入することによる課題等もあると思いますので、

いきなり市内全部に導入するということではなくて、

それを推奨していきながら、できるところから進め

られるようであれば進めていきたいなというふうに

は思っています。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 三上議員。 

○８番（三上 元） ありがとうございます。３年

後でないということで大変喜んでおります。しかも、

令和７年度に提供できるという意味は、ひょっとす

ると４月に提供できる可能性もあるという、１年間

ありますけども令和７年度の４月から次の３月まで

１年間が年度なんです。年度でいうと４月から可能

性があるかもしれないスピードと聞きましたので、

所沢市のときも新聞にも出ておりますけれども、い

きなり飲みにくいという人がやっぱりいるらしいん

です。そのときにはストローも一緒に、ストローで

もいいよという形で渡しているというふうに聞いて

います。だから、そういうサポートすることによっ

て、ストローに慣れている人でもストローでもいい

ですよと、所沢市の例を聞きますと１年生はそうい

うもんだと思ったからいきなり問題ないけど、６年

生は今までの飲み慣れたストローのほうがいいから

と言って、高学年ほど慣れたものを使いたいと、新

しいものはやりたくないというふうに聞いておりま

す。もちろん実験も一部は必要かと思いますが、そ

んな形でこっちでもいいよという選択肢が与えられ

るやり方を所沢市はしておりますので、意向として

は私の意向が教育長も賛同してくれているというの

であれば、できるだけ早い時間に実施していただき

たいという希望を持ちまして、私の質問を終わりた

いと思います。ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、８番 三上 元議員

の一般質問を終わります。 

 次に、３番 寺田 悟議員の発言を許します。 

  〔３番 寺田 悟登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、３番 寺田 悟議

員どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 本日62回目の誕生日を迎えま

した３番 寺田 悟でございます。通告に従いまし

て一般質問を、主題２件させていただきます。 

 最初の１題目、質問しようとする背景と経緯。昨

年10月26日、浜松市南区若林町内の歩道のない道路

で、下校中の小学生３名が軽乗用車にはねられる交

通事故が発生し、１名は意識不明の重体、２名が重

傷を負いました。今年５月13日、浜松市浜名区内で

小学４年生の女子児童が横断歩道を横断中に、ごみ

収集車に引かれ死亡する交通事故が発生しています。

このほかにも、毎年全国で多くの児童が交通事故被

害に遭って重軽傷を負い、また幼い命が奪われてい

ます。 

 湖西市では、昨年11月に新居町中之郷地内の市道

で、大型トラックと自転車の事故により自転車を運

転していた高齢者が重体、同年10月、鷲津地内の市

道で高齢の歩行者が軽四乗用車にはねられて死亡、

同年８月、白須賀町内の国道１号線バイパス下の側

道で、大型バイクがガードレールに衝突する単独事

故で男性が死亡するなどの事故が起きております。

湖西市において、交通安全対策基本法の規定により、

県が作成した交通安全対策基本計画に基づき、令和

３年度から令和５年度までの５年間に講ずべき交通

安全に関する施策の大綱「第11次湖西市交通安全計

画」がつくられ、計画期間中に年間死亡者数１名以

下、年間人身事故発生件数230件以下を目標に、人

命尊重の理念の下、将来的に交通事故のない社会を

目指して、各種の交通事故抑止施策に取り組んでい

るところです。 

 今回の主題をちょっと言い忘れましたけども、第

11次湖西市交通安全計画の進捗状況についてお伺い

するために、質問させていただいております。 

 質問の目的ですが、本計画の進捗状況を把握する

とともに、人優先の交通安全環境整備が実施されて

いるのか確認するためであります。 

 １問目よろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 令和３年以降の交通事故発生

状況及び交通事故抑止目標の達成状況を伺います。 
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○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いします。

危機管理監。 

  〔危機管理監 山本健介登壇〕 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 令和３年以降の交通事故発生状況につきましては、

人身事故の発生件数は令和３年に211件、令和４年

に247件、令和５年に224件、交通死亡事故件数は令

和３年に１件、令和４年０件、令和５年に２件とな

ります。 

 第11次湖西市交通安全計画における目標として、

令和７年末までに、年間人身事故発生件数230件以

下を目指すと定めており、その達成状況につきまし

ては、令和３年はマイナス11件で達成、令和４年は

プラス17件で未達成、令和５年はマイナス６件で達

成となっております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） ただいま人身事故の件数を答

弁いただきましたけども、もう少し詳細をお伺いし

たいと思います。 

 負傷者数、15歳以下の子供と75歳以上の高齢者こ

の人身事故数、また物損事故数も分かれば教えてい

ただきたいと思いますが。またその死亡者、令和３

年１名、令和５年２名、これについて15歳以下、75

歳以上の高齢者があったか、そこもお答え願います。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員、通告で続きを求め

る分については出されてますか、調整の中で大丈夫

ですか。 

○３番（寺田 悟） はい。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 物損事故につきましてはすいません、ちょっと調

べさせていただきたいと思いますが、まず人身事故

の状況につきましてお答えさせていただきたいと思

います。 

 高齢者としましたが、こちらは警察のほうでは65

歳以上という取扱いになっておりますが、65歳以上

でもよろしいでしょうか。 

○３番（寺田 悟） 結構です。 

○危機管理監（山本健介） それでは、人身事故の

発生件数につきまして回答させていただきたいと思

います。 

 令和３年における211件のうち15歳以下につきま

しては13件、65歳以上の高齢者は77件、令和４年の

247件につきましては15歳以下が17件、高齢者は79

件、令和５年の224件につきましては15歳以下が15

件、高齢者が84件となっております。 

 それから死亡者につきましては、15歳以下につき

ましては０人、高齢者につきましては令和３年と令

和５年につきましてはそれぞれ１人ずつとなってお

ります。 

 物損事故につきましては、少し時間をいただきた

いと思います。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 分かりました、ありがとうご

ざいます。 

 では、２問目に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 交通事故発生の多発時間帯は、

統計的に朝の通勤・通学時間帯と夕方の帰宅時間帯

ですが、市民及び市内企業など車両通勤者に対する

市の交通安全啓発活動の取組を伺います。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 毎年、春と秋に実施される全国交通安全運動及び

夏と年末に実施される交通安全県民運動の期間に合

わせ年４回、交通安全に関する啓発運動に取り組ん

でおります。 

 市民及び市内企業等車両通勤者に対しまして、運

動期間の初日に、市内主要交差点などにおいて歩行

者及びドライバーに向けて交通安全を呼びかける早

朝一斉街頭指導を行っております。 

 あわせて、運動期間中は市内６か所にのぼり旗を

掲出し、交通安全に関する注意喚起・啓発を行って

おります。 

 そのほかにも幼稚園、保育園、小学校の児童や高

齢者を対象にした交通教室や、夕暮れの交差点でド

ライバーへ安全運転を呼びかける事故防止キャンペ

ーン、市内駐輪場にて自転車利用者にヘルメット着

用を推奨する自転車安全利用推進キャンペーンなど
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の活用を湖西警察署、交通安全協会、市内174事業

所で構成されております安全運転管理協会などと共

同で実施しております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） ただいまの御答弁でいろいろ

交通安全運動期間中に施策をしていただいていると

いうことですが、朝の通勤・通学時間帯と夕方の帰

宅時間帯に交通事故が多発している要因は、単に交

通量が多いことだけではなく、自動車運転者や歩行

者、自転車利用者の精神状態が大きく影響している

と考えます。例えば朝の通勤・通学時間帯は渋滞時

のいらいら感や電車の時間など、それに焦りがあっ

たり、また夕方の帰宅時間帯では体力疲労や精神疲

労などにより注意散漫によることが挙げられますが、

自動車使用の市内企業通勤者、または自転車利用の

学生など対象を絞った交通安全啓発活動、こういっ

たことは行っているのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 まず毎月ゼロのつく日であります10日、20日、30

日の平日夕方、児童の下校時間に合わせて交通事故

防止を呼びかけながら市内を巡回いたしますゼロ日

広報というのを行っております。そのほか、市内企

業への啓発活動等につきましては、安全運転管理協

会と連携をいたしまして、研修等も行っているとこ

ろであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） ありがとうございます。ぜひ

とも企業向けにも安全運転管理協会を通じて、しっ

かりとそういう啓発活動の推進をお願いしたいと思

います。 

 ３問目に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） この第11次湖西市交通安全計

画の基本理念には、人優先の交通安全思想の下、高

齢化の進展への適切な処理対処とともに、子育てを

応援する社会の実現が強く要請される中、時代のニ

ーズに応える交通安全の取組が一層求められている。

高齢者、障がいのある人、子供など交通弱者の安全

を一層確保する必要がある。人優先の交通安全思想

を基本とし、あらゆる施策を推進していく。また、

交通社会を構成する３要素の一つ、交通環境に係る

安全対策の中で、人優先の考え方の下、人の移動空

間と自動車や鉄道などの交通機関との分離を図るな

ど、混合交通に起因する接触の危険を排除する施策

を充実させる。特に、道路交通においては通学路、

生活道路、市街地の幹線道路などにおいて、歩道の

整備を積極的に実施するなどとありますが、交通危

険箇所に対する安全対策の方針と、その実施状況を

今後の予定も含めて伺います。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 交通危険箇所に対する安全対策につきましては、

公安委員会や道路管理者などとの関係機関が連携を

して、事故抑止対策を実施することとしております。 

 実施予定といたしましては、未整備となっている

幹線道路の歩道整備などを計画的に行ってまいりま

す。また、地元からの要望などに対して、隅切り等

の交差点改良、防護柵、区画線などの整備、道路照

明や視線誘導標の設置などの対策を検討し、順次実

施しております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 国道、県道など、市の権限が

及ばない道路もありますが、市道については市の予

算と地権者の承諾の有無が問題と考えます。道路の

起点から終点までの全区間を、一度に整備するのは

困難と思いますが、よく買収済みの区間から工事着

工している現場を目にすることがあります。地権者

の承諾が得られている危険箇所区間を優先整備して、

危険箇所を段階的に減らして歩行者との安全空間を

確保するお考えはないでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） では、私のほうから

お答えいたします。 

 現在、うちのほうで幹線道路の整備、第11次湖西

市交通安全計画に記載のあります路線、鷲津駅谷上

線であったり新所原笠子線につきましては、うちの
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ほうは今現在、国の交付金を頂きまして歩道整備の

ほうを実施しております。 

 あともう一個、計画には記載がございませんけど

も表鷲津漁港線につきましても都市計画道路、12メ

ートルの道路でございますけども両側歩道の整備を

含めて今準備しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 順次、路線のほうを整備して

いただいているということで、ありがとうございま

す。 

 市道の安全整備はもちろんのこと、国道や県道の

整備、都市計画道路の早期完成を国や県に早期完成

を強く働きかけていただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員、先ほどの物損事故

の関係で危機管理監のほうから答弁があるそうです。

危機管理監どうぞ。 

○危機管理監（山本健介） 先ほどお答えできませ

んでした事故の関係の件数について、お答えさせて

いただきます。 

 令和３年につきましては196件、令和４年につき

ましては233件、令和５年につきましては196件、以

上となっております。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員、よろしいでしょう

か。 

○３番（寺田 悟） はい。 

○議長（馬場 衛） それじゃあ、次の質問事項に

入りますか。 

○３番（寺田 悟） 今の件で。 

○議長（馬場 衛） 今の件で、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） この物損事故、人身には至っ

ておりませんけども、やはりかなりの数があるとい

うことで、いつこの物損事故が人身事故、大きな方

に変わるやもしれません。ですから、物損事故の件

数もしっかり見定めて安全対策、こういうことをし

ていただきたいと思います。 

○議長（馬場 衛） よろしいですか。 

○３番（寺田 悟） はい。 

○議長（馬場 衛） それでは次の質問に入ってく

ださい。 

○３番（寺田 悟） では４つ目に移ります。 

 市街地や小学校周辺の主要道路は、歩道整備がさ

れているところが多く見られますが、小中学校から

離れるにつれて歩道整備がされていない路線が多く

存在します。幹線道路ではなく、脇道や一本裏通り

など、生活道路ともなればなおさらのことです。主

要幹線道路及び生活道路における、小中学生通学路

の歩道未整備区間における交通安全対策と課題につ

いて、お伺いします。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えをいたします。 

 歩道未整備区間を通学路とせざるを得ないという

ことが課題であります。そうした状況の中でも、児

童生徒が安全に登下校できるよう、常に対策を講じ

ていくことが重要であると考えています。 

 交通安全対策としましては、各小中学校において

定期的な通学路の安全点検、教職員による児童生徒

に対する登下校の指導のほか、道路の正しい歩き方

や自転車の安全な乗り方などを学ぶ交通安全教室を

実施しています。また、保護者や地域の方に登下校

時、横断歩道や歩道での様子を見てもらい、危ない

場合には声かけをしてもらうなどの見守り活動をし

ていただいているところです。 

 今後も、地域の方々の協力をいただきながら、交

通事故防止、安全対策に向け、引き続き児童生徒に

対する指導を行ってまいります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 現状では、登下校時の交通安

全対策は、地域の交通安全指導員、ＰＴＡ、保護者、

地域の見守り隊などのボランティアによるところが

大きいと考えます。この第11次湖西市交通安全計画

では、令和７年度までに講ずべき湖西市の交通安全

施策の大綱を定めたものですが、通学路であるにも

かかわらず、人を優先ではなく車優先の交通環境と

なっているところが多数あります。この第11次湖西

市交通安全計画、書かれているハード面の対策を実

行するお考え、そういったものはありますでしょう

か。 
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○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 学校周辺とか通学路ということではなく、市内全

体の歩行者の優先ということもありまして、先ほど

都市整備部長のほうからお答えさせていただきまし

たとおり、歩道等につきましては順次整備を進めさ

せていただいているところであります。 

 ただ、ハード整備だけの部分ではございませんで

して、ソフト対策といたしましては、県の公安のほ

うでもやっていただいておりますけれども、この後、

御答弁させていただく部分で重複はしますが、児童

の通学時間帯における交通規制等の対策も狭い道等

では行っているところもございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 続けてよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） それでは最後の質問に。 

○議長（馬場 衛） 今のところはそれで了承でよ

ろしいですか。 

○３番（寺田 悟） はい。 

○議長（馬場 衛） それでしたらここで、質問の

途中ですけどお昼の休憩とさせていただきます。 

 それではここで暫時休憩といたします。再開は13

時とさせていただきます。再開は13時です。よろし

くお願いいたします。 

午後０時01分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開しま

す。 

 引き続き、３番 寺田 悟議員の一般質問を行い

ます。主題１、質問事項要旨５番目からとなります。

寺田 悟議員、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 主題１の５番目の質問、最後

の質問をさせていただきます。 

 湖西市内には大手優良企業が多く、市外からの車

両通勤者が多いため、朝の通勤時間帯、夕方の帰宅

時間帯には各所でひどい交通渋滞が起こります。中

には、狭い生活道路を抜け道として利用し、制限速

度が30キロメートルの道路でも速度を落とさず40キ

ロメートル、50キロメートルの高速で通行する危険

運転の車をよく見かけます。抜け道利用抑制など、

生活道路における交通安全対策と課題を伺います。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 市民の生活道路における交通安全対策といたしま

してゾーン30区間の設定、児童の通学時間帯の交通

規制対策などを行っております。また、各世代への

交通安全教育の推進や自転車の安全利用の推進、反

射材用品等の普及促進等の交通安全対策も実施して

おります。 

 課題といたしましては、横断歩道手前において減

速が不十分な自動車などが多く見受けられるため、

改めて歩行者優先義務について認識していただくな

ど、人優先の交通安全思想を引き続き広く市民に周

知することが必要であると認識しております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 通勤帰宅車両の生活道路通り

抜けを抑制するために、視覚効果の高い注意喚起看

板の複数設置や、グリーンベルト等の道路ペイント

の標示、警察への取締まり要望や市内大手企業への、

自分のところの会社の車両通勤者に対する通り抜け

自粛指導の協力、こういった働きかけをするなど地

域社会全体で交通安全に取り組むお考えはいかがで

しょうか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 先ほど申しましたとおり、いろんな関連団体等と

協力して交通安全対策を推進しているところでござ

いますので、機会を捉えまして各種依頼等をしてい

きたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） なかなかハード面の整備とい

うのは、時間と費用がかかって大変だと思いますけ

ども、そういった啓発活動、市内企業そして学校、

地域を含めてしっかり推進をしていただきたいと思

います。 
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 それで例えばなんですが、普及活動の推進の一つ

の例としてお隣の豊橋市とか豊川市、それから三ヶ

日町には交通児童公園というのがあるんですが、そ

ういった交通児童公園、小さい教習所みたいなもん

です。そういうのを造って、児童とかいろんな市民

の方に交通安全思想を普及する、交通ルールを守ら

せるとそういったことはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 啓発の仕方は、いろいろな手法があると思います

ので様々なことを考えて、研究して進めていきたい

というふうに考えます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） この第11次湖西市交通安全計

画は、読ませていただいた部分の内容が詳細によく

できていて、担当職員の方々は計画作成にかなり御

苦労されたことと思います。この計画が絵に描いた

餅で終わらず、実現されてこそ私は意義があるもの

と思います。 

 実際、道路整備に関わる土木課、都市計画課など

関係部署と連携・協力して、計画期間内に少しでも

湖西市の道路が人に優しい、人優先の安全な交通環

境になることを切に願いたいと思います。 

 それでは、主題２のほうに移らせていただきます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 主題２、市職員による不祥事

案の防止について。 

 質問しようとする背景や経緯。本年６月に開催さ

れた静岡県消防救助技術大会陸上の部において、湖

西市消防が障害突破で団体優勝し、７月に千葉県で

開催された関東大会に出場、また７月に開催された

静岡県消防操法大会において、ポンプ車操法の部で

湖西市消防団が初優勝、10月12日、宮城県で開催さ

れる全国消防操法大会へ出場が決定、このようにう

れしいニュースが続いた中、８月２日の新聞報道で

免許を改ざん、消防車運転というショッキングな見

出しで、湖西市の24歳男性消防士が書類送検された

と報じられていました。無免許運転という道路交通

法違反のみならず、自分の運転免許証を改ざんして

コピーを取り、上司に提出していたという有印公文

書変造・同行使罪でも送検されたという信じられな

い不祥事です。過去に遡れば2015年、男性職員によ

る横領事件、2017年、同じく男性職員による贈収賄

事件などもありました。 

 質問の目的。市職員による不祥事案の再発防止及

び市民に対する信頼回復を目的としております。 

 質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 令和元年度以降における湖西

市職員服務規則第18条、事故等の報告に該当する報

告件数とその概要、湖西市職員倫理規程違反に該当

する違反件数とその概要、及びその他の不適切事案

の件数と概要を伺います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（安形知哉） お答えいたします。 

 服務規則に基づく事故等の報告は、令和元年度が

25件、令和２年度が23件、令和３年度が30件、令和

４年度が31件、令和５年度が42件でございます。内

容としては、職員の交通事故の報告となります。 

 倫理規程は、利害関係者との禁止行為などを定め

ており、違反した行為はございません。 

 服務規則、倫理規程以外の事務処理誤りなどの不

適切事案でございますが、令和元年度に５件、令和

２年度１件、令和４年度２件、令和５年度３件あり

ました。内容としては、書類の誤送付や紛失等でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） ただいま交通事故ばかりでし

たということなんですが、交通事故の内訳で人身事

故と物損事故は分けることができるのでしょうか。

また、交通違反の報告というのは対象外なんでしょ

うか、伺います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（安形知哉） お答えいたします。 

 令和元年度から令和５年度までの総事故件数とい

うことで151件になります。そのうちの人身・物損

の内訳でございますが、151件中人身事故が24件、

物損事故が109件、道路交通法違反が18件という状
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況でございます。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 全体でということで、年度別

には統計というか取ってないということですか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（安形知哉） 年度別にもデータは取っ

ておりますので、それでは年度を追って報告をさせ

ていただきたいと思います。 

 それでは、人身と物損の内訳ということで令和元

年度につきましては人身が６件、物損が15件、違反

が４件、令和２年度につきましては人身が４件、物

損が15件、違反が４件、令和３年度については人身

が３件、物損が24件、違反が３件、令和４年度につ

きましては人身が７件、物損が22件、違反が２件、

令和５年度につきましては人身が４件、物損が33件、

違反が５件というような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 細かくありがとうございます。

やはり、人身事故となると書類送検とかそういった

過失傷害罪に罪を問われたりする場合もありますの

で、できるだけ交通事故についても職員の方々は少

しでも減らすように、また安全運転に努めていただ

くようにお願いしたいと思います。 

 それで不適切事案なんですが、そちらは書類の誤

送付と紛失があったとの御答弁でしたが、個人情報

の流出や悪用被害というものはなかったでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（安形知哉） お答えいたします。 

 今回、書類の誤送付というのが個人情報の流出と

なりますが、これが例えば広く全般にわたるわけで

はなくて、例えば１人の方を間違えてほかの方に送

ってしまったということで、そこについては相手方

とも了承を得た中で、御理解をいただいております

ので大きな情報の漏えいということはございません。 

 以上となります。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 個人情報の漏えい、悪用被害、

それがなかったということは幸いだったと思います。 

 令和元年度以降、今日まで服務規則違反、倫理規

程違反、その他の不適切事案による市職員の懲戒処

分者や、分限処分者はいなかったということでよろ

しいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 令和元年度以降、懲戒処分については交通違反で、

今回、懲戒の戒告というのが令和元年度以降で５件

ございます。その他、書類等で懲戒の訓告処分、こ

ちらのほうが３件というような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 懲戒免職ということですね、

大きな処分に至らず訓告・戒告で済んだということ

はよかったかなと思いますけども、しっかりと気を

引き締めてお願いしたいと思います。 

 個人情報の流出や悪用被害がなく、また大きな処

分者も出なかったということですので、次の質問に

移りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 不祥事には、業務上の不祥事

と私行上の不祥事がありますが、それぞれどのよう

な未然防止対策を行っているのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 業務上の不祥事に関する未然防止対策として、コ

ンプライアンス意識の醸成を図っておりまして、コ

ンプライアンスのチェックシートを用いたコンプラ

イアンスチェックを年２回実施し、また新規採用職

員に対しても年度当初に研修を実施しております。 

 私行上の不祥事の未然防止対策につきましては、

同様にコンプライアンス意識の醸成に加えまして、

年末年始やゴールデンウイークといった長期休暇に

合わせまして年３回程度、また不適切な事案が生じ

た場合には、その都度、服務規律の保持について啓

発を実施しており、常に公務員としての使命感、倫

理感を持って行動するよう周知をしております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 先日、このようなコンプライ

アンスチェックノートというのを見せていただきま
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したけども、これを活用して市の職員のいろいろ、

コンプライアンスを図っていただいてるということ

で、この中身を見させていただきましたけれども、

４こま漫画も入ってましてとてもよくできた分かり

やすいものだと思います。しっかりと活用をお願い

したいと思います。 

 それで、私行上の不祥事は職場を離れたプライベ

ートのときが多く、根絶するのは難しいと思います

が、業務上の不祥事は職場でのことや勤務時間内の

ことが多いので根絶可能だと考えます。先ほどの御

答弁の中で、書類の誤送付や紛失で個人情報の大き

な流出とか悪用被害はなかったことは幸いでしたが、 

このようなミスはチェック体制の強化や管理体制の

強化などにより防止できると考えますが、いかがで

しょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（安形知哉） お答えいたします。 

 どんな形での事務処理の例えばミスが出た場合な

んかは、やはり全庁的に周知することが大事だと思

っておりまして、まず部長の連絡会というのがござ

いますので、そこでまずは職員全体へ周知するよう

行っております。受けた課については、ほかの課で

起こった事案ではなく、やはり自分事として捉えて

もらいまして、まず個人に意識するよう努めており

ます。 

 また、例えばインシデントの起こった事案につい

ては、まずインシデント、原因であったりあとは再

発防止等の関係の係内であったり担当者、そこで検

証してボトムアップという形で再発防止に向けて取

組を行っております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 湖西市職員は、自動車通勤者

が多いと伺っています。出勤時の運転免許証のチェ

ック、アルコール検査、こういった事は欠かさず行

っているんでしょうか伺います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 まず、運転免許証の確認なんですが、毎月、月頭

に運転免許証の現物の確認というのを行っておりま

す。 

 アルコールチェックにつきましては、道路交通法

の改正によりまして、今アルコールチェッカーを用

いてまず検査をし、所属の長に報告をしてから公用

車に乗るというような形で進めております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 運転免許証の不携帯違反や、

前日のアルコールが体内に残った状態での運転は飲

酒運転になりますので、二日酔い運転がないように

確実なチェック、これを継続をお願いしたいと思い

ます。 

 次の質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 今回の免許証改ざん問題は、

消防職員だけではなく、全職員にも関係すると考え

ますが、検証の結果、未然防止できなかった理由と

今後の再発防止策を伺います。 

○議長（馬場 衛） 消防長。 

○消防長（山本浩人） お答えします。 

 今回の不祥事に至った大きな理由は、組織の確認

行為の甘さだと考えています。毎月、所属長が運転

免許証の確認をしていたにもかかわらず、約１年間、

改ざんに気づかなかったことや、緊急車両の運転手

養成のための研修時には、運転免許証のコピーの提

出により免許資格の確認を行ったことで、改ざんに

気づけなかったと考えています。 

 再発防止策として、毎月の運転免許証確認は所属

長を含む２名により、運転免許証のケースから出し

た運転免許証を自ら手に取ってしっかり確認するこ

と、また緊急車両の運転手養成のための研修時は、

研修前に取得した免許の種類を運転免許証で確認す

るよう再発防止を図り、徹底してまいりたいと考え

ています。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 報道によると、男性消防士は

自動車学校に通うと同僚に話したため、取得してい

ないことを言い出せなかったと、同期全員が取得し

て焦りがあったなどと話していたとのことですが、
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職場に報告しにくい、相談しにくいなどといった雰

囲気や組織体制があったのではないでしょうか。だ

としたら、運転免許証を改ざんするところまで精神

的に追い込まれていたということになります。結果

的に１年間、計31回の無免許運転、６回の緊急走行

したとのことですが、彼は毎回罪の意識を感じ、後

ろめたい気持ちで後悔で苦しんでいたのではないで

しょうか。また、組織は昔から報連相といって報告、

連絡、相談を重視します。このコンプライアンスノ

ートにもそのことが書かれています。報告、連絡、

相談のしやすさなど、組織体質や職場の雰囲気、こ

れらの改善はどうされるのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 消防長。 

○消防長（山本浩人） お答えします。 

 運転免許証を改ざんした職員は、自分が大型自動

車を運転することで、組織の役に立てると誤った認

識をしていました。その内容から、まずは人として、

さらには公務員、消防職員としての倫理感を人材育

成の中で十分に教育できていなかったこと、一応や

ってはいましたがこの職員には伝わっていなかった

と認識しております。また、本人がうそをつき事実

を言い出せなかった、プレッシャーを感じていたの

であれば、コミュニケーションが取れた風通しのよ

い環境づくりができていなかったと考えています。 

 二度とこのようなことが起こらないためにも、質

の高い人材育成を実施し、風通しのよい環境づくり

を推進してまいりたいと考えています。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） この男性消防士は、免許取得

の補助制度を利用して申請していましたが、仕事が

忙しく、年度内に取得できないと申請を取り下げて

いたとこのように聞いておりますが、申請取下げの

時点で、大型もしくは中型の免許を取得していない

ことが把握できたのではないでしょうか。制度的に、

確認報告義務などの問題点はなかったのか伺います。

○議長（馬場 衛） 消防長。 

○消防長（山本浩人） 大型免許の取得に対しまし

てはあくまで任意、自主性を尊重し、強制を強いる

ものではなく、そのため取得率も100％ではござい

ませんでした。その中で、自身のキャリアアップや

使命感により、自主的に大型免許を取得しているの

が現状です。ただ、消防活動を行う上で必要な資格

であることに間違いはなく、普通免許とは違い、私

生活で大型免許を使う機会はあまりないと思います

が、あくまで個人の資格、財産という観点から取得

に伴う助成最大10万円、及び大型機関員手当を支給

することにより、対応するという考えで組織として

はやっておりました。 

 今回、大型自動車運転免許を取るという助成を受

けるに当たりまして、再三、担当課から今どんな状

況だということを声かけを行っておりました。３月

31日にどうしても期間内に免許を取れないというこ

とで本人から申出があって、助成を取り下げたと伺

っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 消防では、大型・中型の免許

取得に関して補助金制度があるものの、個人判断、

個人負担で行っているとのことですが、警察では職

務に必要な免種を職務中に教習訓練をして、試験と

免許交付に係る手数料のみ個人負担して、取得する

というそういう制度があります。消防職員も消防団

員も火災消火活動、人命救助活動、行方不明者の捜

索、震災発生時の避難誘導など多くの公益的・社会

的活動を行っています。その活動に必要な車両の運

転に大型・中型の免許を必要としますので、消防職

員採用時に大型免許、消防団入団時に中型免許を取

得していない者に対して、全額公費負担して免許取

得までしっかりと、個人任せではなくて組織として

サポートをすべきではないかというふうに考えるん

ですが、また公費で免許取得できるとなれば、消防

職員採用希望者とか、消防団の入団希望者も増加に

つながるのではないかと考えますがいかがでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 消防長。 

○消防長（山本浩人） お答えします。 

 近隣の消防本部と比較しまして、当消防本部の助

成額は決して低くはなく、静岡県西部、愛知県の豊

橋市、新城市などを確認させていただきましたが、
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むしろ優遇されている状況であると考えます。現時

点では増額について考えておりません。しかしなが

ら、今後の情勢、つまり自主的に取りに行ってくれ

ないとか、大型免許取得にお金がかかるといったよ

うな事態が見えましたら、必要に応じて増額も検討

していかなければならないと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） できるだけ、個人任せという

ことであると、なかなか仕事が忙しかったり疲れて

いたりして、行くのに足が遠のいてしまうというこ

ともありますので、できるだけ組織として上司、同

僚、幹部が主体となってよく見て、それでしっかり

とちゃんと取得させるように、そういう御配慮をし

ていただきたいと思います。二度とこのような悲し

いことが起こらないように、お願いしたいと思いま

す。 

 市民にとっても、せっかく１人の消防士が採用さ

れて、消防活動を一生懸命やってくれているのに、

その子はそこを去らなければいけなくなったという

ことになりますと、市民にとっても消防士１人損失

したということになりますので、これからはそうい

うことがないようにしっかりとお願いしたいと思い

ます。 

 ４つ目の質問に。 

○議長（馬場 衛） 最後の質問になります。どう

ぞ。 

○３番（寺田 悟） 最後に、市民の信頼を回復す

るための市の考えを伺います。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 おっしゃるとおり、市民の方々の信頼回復これが

大事になってきますので、職員としての使命という

か倫理感というかこういったものを、さっき部長も

申し上げましたが、自分事として捉えるということ

が、当然情報共有だとか注意喚起を行ってますけれ

ども、こういったことをしっかりと自分事と捉えて、

市職員が一体となって法令等を遵守するということ

を改めて認識しながら、市民の皆様の信頼回復に努

めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員。 

○３番（寺田 悟） 市長自らお言葉をいただき、

ありがとうございました。消防職員、教職員、行政

に関わる市職員のほとんどの方々が、市民のために

日夜真面目に一生懸命働いていてくれるものと、私

は思っております。しかし、１件でも不祥事や不適

切事案が発覚すると、あたかも組織や全職員が同様

に見られてしまいがちです。どうか、湖西市職員採

用時に皆さんが宣誓した、全体の奉仕者として誠実

かつ公正に職務を執行する、これを遵守していただ

いて、初心に返って信頼回復に努めていただきたい

と切にお願いいたします。 

 以上で、私の質問をこれで終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、３番 寺田 悟議員

の一般質問を終わります。 

 次に、１番 相曽桃子議員の発言を許します。 

  〔１番 相曽桃子登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、１番 相曽桃子議

員どうぞ。 

○１番（相曽桃子） １番 相曽桃子でございます。

通告書に従いまして一般質問を行います。 

 主題１、妊娠・出産・子育て事業のＤＸについて

でございます。 

 質問しようとする背景や経緯は、保護者の利便性

向上と市職員の業務の効率化を目的に、妊娠から出

産、子育てまで全ての子育て世代を切れ目なく支援

するために、デジタル化が全国自治体で進んでいま

す。 

 スマートフォン、パソコン、タブレットからアプ

リやウェブ上を通じて書類申請や申込みなど、市役

所へ行かなくても、また開庁時間にかかわらず提出

することができます。 

 保育所、認定こども園の入園申込みや一年に一度

提出する現状届、就労証明書など、各種書類も湖西

市では現状手書きで提出するよう案内が届きました。 

 先日、担当課へ確認したところ、マイナポータル

からも申請できるということを知りました。2017年

10月から、マイナンバーカードを使って申請内容を

送信することができるサービスが開始されていまし
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た。マイナポータルは、国が運営するオンラインサ

ービスです。子育てに関する行政手続がワンストッ

プでできたり、行政からお知らせを受け取ったりす

ることができますと、湖西市のホームページ上には

掲載が確認できますが、掲載されているページが子

育て、教育とは違い、マイナンバー制度のページと

なっておりました。 

 質問の目的です。冒頭でお伝えいたしました保護

者の利便性向上と、市職員の業務の効率化が大きな

目的ではございますが、具体的に述べますと、デジ

タル化やペーパーレス化に伴いまして、子育て関連

事業のＤＸ化により、紙媒体の母子手帳や書類等の

紛失時にも記録の復旧が可能となり、またプッシュ

通知により、適切な時期に健診や予防接種が行える

よう支援するためでございます。 

 質問事項に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○１番（相曽桃子） １、行政手続に係るオンライ

ン利用件数は、2021年１万4,617件うち電子申請は

425件、2022年４万4,178件のうち電子申請は8,333

件、2023年は７万5,637件のうち電子申請は9,829件

と増加していますが、そのうち児童手当、児童扶養

手当、保育のオンライン申請、いわゆるマイナポー

タルから申請できる利用件数はどうなっているのか

を伺います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。こども未来部長。 

  〔こども未来部長 鈴木祥浩登壇〕 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 オンライン申請の利用件数でございます。児童手

当につきましては、2021年度（令和３年度）は０件、

2022年度（令和４年度）は３件、2023年度（令和５

年度）は０件であります。 

 児童扶養手当につきましては、これまで申請はご

ざいませんでした。 

 それから保育につきましては、幼児教育課により

ますとこれまでに申請はなかったということを聞い

ております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 詳しくは、２番のほうでまた

確認させていただきますので、２番に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○１番（相曽桃子） 2017年からマイナポータルを

利用して、オンライン申請が行えるようになってお

りますが、利用者へ十分な周知が行われていないの

ではないかと感じております。 

 今、部長の答弁にもありました件数を見ても数件

しかない、また一部は０件というところもございま

した。湖西市のホームページ上を見ますと、マイナ

ポータルを利用してオンライン申請ができると説明

されているページと、児童手当、児童扶養手当、保

育の申請について掲載されているページがリンクし

ておりません。また、紙面でのお知らせからもマイ

ナポータルで申請できることが記載されておりませ

ん。オンライン手続を増やすための改善策や、普及

啓発など市の考えをお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（山本敏博） お答えいたします。 

 市民生活の利便性向上のため、市役所へ行かなく

ともいつでもどこでも様々な申請ができるよう、市

では行かない窓口として行政手続のオンライン化、

いわゆる電子申請のほうを推進しております。 

 様々な申請に対応できるよう、本人認証機能や手

数料などの決済機能などを追加するとともに、新た

な制度、申請が発生する場合には紙での申請だけで

なく、電子申請に対応してもらうようにして対応手

続数の拡大を図っているところです。 

 また、公式ＬＩＮＥメニューからの電子申請ポー

タルの誘導やチャレンジキャンペーン、令和４年度

に行いましたけど、こういったもので実際に電子申

請を体験していただく取組を通じ、普及への啓発を

行ってまいりました。 

 一方で、議員御指摘のとおり利用者への周知がま

だ不十分であったり、ウェブサイト内の案内画面の

構成が分かりにくく使いづらいという声も一部で伺

っております。 

 今後は、電子申請の取組について全庁的に統一を

図り、紙面からの電子申請の誘導に配慮をしたり、

ウェブサイト上の各制度の申請案内ページを見やす
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く改善するなど、お客様目線に立ち、使いやすいと

感じていただけるような電子申請となるよう努めて

いきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） ちょっと詳しくお聞きしたい

んですが、2017年から利用できるように国のほうが

運用しておりますが、湖西市として児童手当、児童

扶養手当、保育の申請について、マイナポータルで

申請できるということを周知していない理由という

ものは、何かあるんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（山本敏博） お答えいたします。 

 周知をしていないということはありませんけども、

実際に電子申請にもいろいろございまして、例えば

単純にお名前を入れていただいたりとか用件を入れ

ていただいたりする申請もある、簡単に終わるよう

な申請もあるんですが、この児童とか子供関係、そ

ういったものについては聞き取りによる面談を申請

時に重視していることや、例えば保育における状況、

アレルギーの有無とか持病、通院歴など受付時に詳

細に聞くなど、こういったことを窓口で行っており

ます。これが電子申請であるとなると、項目が非常

に多くなるというのがまず一つあります。もう一つ

は、添付資料の原本の提出が必要な届出が数多く存

在しています。こういったことが要因として挙げら

れております。ですので、マイナポータルを使いに

くいというか、こちらから使ってほしくないという

ことではなくて、こういった手続の事情によって現

在は対面して、手続をするほうがいいのではないか

ということで行っていたところでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 部長のおっしゃられるとおり

に、本当にいろんな書類がありますので、対面でな

いと伝わらないような書類と、電子申請でも問題な

い例えば現状届とか、就労証明書などは１年に１回、

変更がなければほぼ内容は変わらない内容でござい

ますので、対面でなくても十分問題ないかなと思う

ような書類なわけでございます。そう思いましたの

で担当課に確認したところ、マイナポータルでもで

きますよというふうにお聞きしまして、今回、私は

マイナポータルで申請をしてみましたが、非常に面

倒くさかったです。それはなぜかというと、何回も

やっぱりマイナンバーカードを照らし合わせないと

いけませんので、３回ぐらいやってくださいと出ま

したので３回ぐらいやって、必要な項目を入力して

申請したんですけれども、自宅でできてわざわざそ

れを保育園なり市役所に出しに行かなくてもいいと

いうのは、やっぱりメリットがあるなというのは感

じております。 

 せめて、本当に書類が多分20ぐらいあると思いま

すので、全てを対面にする必要はないですし、その

うちこれとこれとこれはマイナポータルのほうがお

互いいいよねっていうようなこともあると思うんで

すが、そういうすみ分けみたいなことの作業は担当

課が行うのか、総括している企画部のほうで行うの

か、何かそういうところは会議とかで話合いがある

んでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（山本敏博） お答えいたします。 

 全般的には、電子申請推進については企画部とい

うかＤＸ推進課のほうで行っております。ＤＸ推進

本部会議というとこがありまして、そちらで電子申

請の推進についても周知とか、いろいろ情報交換と

かを行っているところです。 

 今回の今議員がおっしゃられたような、どうして

も対面でなければできない部分以外の簡単な書類の

提出とかそういった部分は、おっしゃるとおり簡単

に電子申請でもできると思いますので、そういった

部分はこれからまたＤＸ推進本部会議のほうで担当

課のほうに啓発して、実現できるようにしていきた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） そしたら、まずすぐにでもで

きそうなことといいますと、湖西市のまずホームペ

ージ上が今リンクしていないので、保育のページに

申請書類がいろいろ書いてあるんですけれども、そ

こにマイナポータルからも申請できますよというふ
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うなリンクを貼ってもらうことはできるんでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（山本敏博） お答えいたします。 

 最初の答弁のほうでもお答えしましたが、統一的

にその辺はこれから市のほうで図っていきたいと思

っております。 

 例えば、今おっしゃったようにウェブサイトのほ

うから、その申請ページのほうから電子申請のほう

へ直接飛ぶようなリンクを付けたりとか、ほかにも

紙での、今まで御案内の中に申請の案内みたいなの

がなかった、二次元コードみたいなものはなかった

と思いますので、そういったところにも配慮して使

いやすくしていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） ありがとうございます。ぜひ、

紙でいつも郵送されてくるんですけれども、その説

明書の中に、もちろん紙で提出もできますし、マイ

ナポータルからもできますしっていう選択肢をいた

だけると、もちろん保護者の中では紙で書きたいと

いう保護者もいるでしょうし、スマホでできるんだ

ったらスマホでやりたいという保護者もいると思い

ますので、選択肢があるのであれば提示のほうをお

願いしたいなと思っています。 

 オンライン申請となりますと、目的であります保

護者の利便性の向上、また市職員の業務の効率化が

メリットとして挙げられます。それから、先ほども

部長がおっしゃったように、デメリットとしても保

護者も市職員も慣れるまでに時間がかかることや、

入力ミスや不備があった場合に、逆に時間がかかっ

てしまうというようなことも予想されます。市側と

してというか、市の職員側としてオンライン申請が

進んでいくと、何か問題があるっていうのが今何か

ありましたら教えていただけますか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（山本敏博） お答えいたします。 

 電子申請ですけども、今議員がおっしゃったとお

り、職員側の利便性というのも考えられる要因では

ございます。 

 現在、この電子申請でせっかくデータというか電

子のものでいただいても、それを職員側は業務シス

テムに打ち込むというところがまだアナログになっ

ておりまして、そこで例えば間違いが起きたりとい

うこともありますので、これは今国のほうも進めて

おりますが、ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄで申請者から業

務システムのとこまでつなげるというのをやってお

りますので、そういったことを今後市の電子申請の

中でもできるようしていきたいと思います。実際に

は、もう既にこれもマイナポータルなんですが、転

出届とか転入届はこのｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄの処理

ができておりまして、全国的にそういったことをや

っているような状態になっております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） どうしても申請して職員が入

力してっていうとこがアナログになって、そこでミ

スが起こるとミスにつながってしまうっていうとこ

ろが今分かりましたので、市の職員の皆様もやっぱ

りいろいろ今急速にデジタル化が進んで、システム

がいろいろ変わって法律も変わってと、本当に毎年

毎年こう変わるようなことが続いていて、慣れない

業務にあたふたしているのではないかと思っており

ますし、保護者側としてもマイナポータルが使える

というふうなっていうところが、上の子にお子さん

がいて下の子にいると、対応で変わってるんだなっ

ていうふうに思われる方もいっぱいいるんじゃない

かなと思っております。 

 直近ですと、８月30日に河野太郎デジタル大臣が、

子供出生の出生届をオンラインで完結できる仕組み

を整備するというふうな報道がありまして、一部自

治体で導入される見込みというふうに発表しており

ました。現状、出生届は生まれた日を含め14日以内

に提出する期限がございます。家庭の状況の次第で、

提出方法はいろいろ臨機応変に変更はできるとされ

てはいますけれども、出生届を出すだけのために市

役所に行く手間を考えますと、自宅のスマホなどで

提出できればとてもいいことだなと感じております。 

 なので、また年々いろんな業務がまた変わってく

るんじゃないかなと思っておりますので、慣れてし
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まえば業務の効率化につながってくると思いますの

で、引き続きできることからオンラインの申請、推

進のほうをお願いしたいと思います。 

 それでは、３番に入ります。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○１番（相曽桃子） 妊娠届や母子健康手帳、予防

接種の予約や問診票、健康診断の予約、一時預かり

の予約など、アプリやウェブ上で申請、予約などで

きるシステム導入を提案したいのですが、見解を伺

います。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 こども未来課で行っている事業のうち妊娠届出、

母子健康手帳の交付予約や妊娠期パパママ講座、育

児相談などの教室については、既にロゴフォームと

いう市の電子申請システムを通じて、予約ができる

ようになっております。 

 議員がおっしゃる予防接種についてですが、予防

接種は個別接種であるため、各医療機関への予約を

電子化することは、現時点では相当な調整が必要と

なると考えておりますので、検討の課題となってお

ります。 

 母子保健事業では、対面での面談を通じて母子の

健康状態を確認することが非常に重要であると考え

ているため、今後も対面が必要なものと、それから

予約などのＤＸ化が可能なものとを適切にすみ分け

をして、市民の利便性向上に努めるとともに、十分

な周知ができるよう改善していきたいと思っており

ます。 

 また、幼児教育課で行っている一時預かり事業で

は、現在、実施する各保育園施設に直接空き状況を

確認して申込みをすることになっております。これ

は理由がございまして、単に受入れ枠に空きがある

かだけではなく、対象となるお子さんのアレルギー

だとか病歴、保育をするに当たり必要な情報を直接

確認した上で、受入れの可否を判断する必要がある

ということからであります。 

 保育の場では、お子さんを安全・安心の状態でお

預かりすることを第一に考えているため、母子保健

事業と同様に、対面による会話や確認が重要である

ことから、現状ではシステムの導入については考え

にくいのが現状でございます。 

 今後の検討課題として、他市の事例などを参考に

しながら、市民のニーズや技術的な可能性を踏まえ

て、個別に検討しながら導入の可能なものから実施

してまいりたいと考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 昨年の一般質問でも、一時預

かりの予約をネットでできませんかというふうに伺

っております。そのときも同じような返答だったか

なと思いますが、こども誰でも通園制度が令和８年

度から実施されるというのが予定となっております。

事業内容がまだ定まっていない状況ですので、今関

係機関といろいろ協議を進めているのではないかな

と思います。 

 湖西市の一時預かりなんですけれども、先ほど部

長おっしゃいましたように、保護者が直接園に連絡

してどうですかと聞いて回るんですが、何せどこも

０、１、２歳に関してはいっぱいで、全部の保育園

に連絡をして空いてるか空いてないかというとこを

かけて、この園はこの曜日は駄目ですとかって言わ

れて、本当に大変なんです。それを全て保護者が自

分で連絡を取ってやらなければいけないので、やっ

ぱそういうところはもう少し寄り添ってほしいなっ

ていうのはすごい感じているところです。ただでさ

え、１人だけであればいいんですけど、お子さんが

１人、２人、３人、多ければそれと同じ労力掛ける

３になってくるので、それが例えばネットとかでぽ

っと申請できて預かりができれば探す時間も減らせ

ますし、この園とこの園が空いてるっていうのもす

ぐ分かるので、電話して空いてますかってかける時

間も減らせるわけであります。それをすることによ

って、預ける側も非常に使いやすくなりますし、受

け入れる保育所のほうも、電話がかかってきて断ら

なきゃならないっていう電話対応にも時間を取られ

てしまうと思いますので、双方いろいろメリット・

デメリットはあると思うんですが、令和８年度から

こども誰でも通園制度が始まるというところに合わ

せて、もう少し踏み込んだやり方をしていただける
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と、お互いが使いやすくなるんじゃないかなとは思

っております。そういう協議するというのは、市と

園で何か会議みたいなのはあるんですか。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答え申し上げま

す。 

 議員がおっしゃるように、令和８年度から法定の

事業としてこども誰でも通園制度が始まるというこ

とは御案内のとおりでございまして、それに伴って

国のほうでも、予約システムだとかそういうものを

今検討というか、開発中だというふうに資料として

は聞いておりますので、それから現在でも園のほう

でやっている一時預かり、それからこども未来部の

ほうで子育て支援センター等で、ちょっと違います

けどものびのび預かりというものも一時預かりとし

てやっております。その辺の全てを絡めてパッケー

ジとして、国が考えているシステムがそれに当ては

まるかどうなのかっていうところも検討はして、で

きるのであれば分かりやすい運用ができるような形

で検討していくという形になると思います。その際

にも、企画部のＤＸ推進課だとか担当部署の職員だ

とか、全て関係する職員と会議、話合いをしながら

何が一番いいのか、湖西市のやり方としては何が一

番いいのかということも考えながら、システムを検

討していくという形になりますので、令和８年度の

こども誰でも通園制度が始まる時点までには、詰め

ていかなきゃいけない内容だと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 今令和６年度ですので、もう

時間も迫ってきておりますので、関係機関の方や国

の動向を見て進めていっていただきたいと思ってお

ります。 

 ちょっと予防接種の話になりますけれども、今先

ほども部長おっしゃったように個別接種ということ

で、保護者が関連する医療機関なりに連絡をして予

約を取っていると思います。ワクチンの在庫の関係

もありますので、予約なしで行くことはなかなか難

しいと思いますし、予約は必要ではないかなと思い

ます。それに関しては致し方ない部分もあるんです

が、問診票につきましては、ほかの自治体ではオン

ラインで受付をしているところもあると聞いており

ます。オンラインでの対応となりますと、今度は市

だけではなくて注射を実施する医療機関のオンライ

ン体制の整備が必要となってきます。それに関して

どうするかみたいな協議は、何かの会議で検討され

たりされていますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答え申し上げま

す。 

 予防接種に関しては、議員がおっしゃるような課

題があるということは、私どもも承知しているとこ

ろでございまして、先ほども答弁の中で現時点では

相当な調整が必要となるというふうに申し上げまし

た。医療機関のほうとの調整、それ調整をする機会

というのは必要があれば、今後、調整の機会を設け

てやっていくという形になると思いますが、今現在、

調整してるかというとそういうことはしてないので、

今後の課題ということで今残っているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 今ちょっとマイナポータルで

健康保険証のことで、今ばたばたしている最中だと

思いますので、なかなか医療機関のほうも大変なと

ころでお話しする機会も今はないと思いますけれど

も、そこが落ち着いたらといいますか、おいおいそ

ういう話のほうに持っていっていただいて、オンラ

インで湖西市もやっていこうかという話合いもでき

たらと思います。 

 どうしても０、１、２歳の予防接種は数が多いの

で、もう本当に毎月のように書かなきゃならないわ

けでございまして、そういうところがオンラインで

できれば、それもまた保護者の利便性向上につなが

ってくるかなと思いますので、それに伴ってそうい

うシステムが連携されると、プッシュ機能とかで打

ち忘れがなかったりとかっていうふうにもつながっ

てくるかなとも思っております。 

 あと健康診断や講座、教室などはＬＩＮＥのプッ

シュ機能でお知らせをしていただいているので、周
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知のほうはできているのではないかと思っておりま

す。妊娠・出産・子育ての間は、毎日が本当に目ま

ぐるしく忙しい日々でございます。少しでも保護者

の負担が減らせるよう、寄り添った支援を今後もお

願いしたいと思います。 

 それでは、主題２に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○１番（相曽桃子） 平和行政・平和教育について

でございます。 

 質問しようとする背景や経緯でございます。昨日、

副議長の挨拶でも述べられていた内容もあります。

戦後79年経過いたしました。戦争を知る世代は高齢

化、戦争を知らない世代のほうが多くなってきてい

ます。もちろん私も戦争を体験しておりません。 

 少し歴史を遡りますが、湖西市も昭和19年新居町

に浜名海兵団が新設され、厳しい訓練が行われまし

た。昭和20年、新居町内にも数多くの流れ弾が飛来

し甚大な被害が発生、また、アサリ中毒事件や東南

海地震など、戦争の長期化や戦局の悪化で人々を疲

弊させていた歴史がございます。 

 平成11年３月18日、湖西市は真の世界平和を希求

する市民の総意として、地球上から核兵器が廃絶さ

れ、あらゆる紛争がなくなることを願い「非核平和

都市」であることを宣言しました。湖西市役所正面

玄関前には、非核平和都市宣言のモニュメントが設

置されています。 

 令和６年５月21日に行われました戦没者追悼式で、

影山市長は「戦争の悲惨さと平和の尊さを風化させ

ず、次世代へ継承することが私たちの使命」と述べ

られておりました。 

 質問の目的です。二度と戦争が起こることがない

よう、戦争の悲惨さを風化させることなく、平和の

尊さについて市民の平和意識の形成を図るためでご

ざいます。 

 質問事項に入ります。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員、質問の途中ですけ

ど再開から１時間経過しましたので、ここで暫時休

憩とさせていただきます。再開は14時15分、14時15

分とさせていただきます。 

午後１時59分 休憩 

───────────────── 

午後２時15分 再開 

○議長（馬場 衛）  休憩を解いて会議を再開し

ます。 

 引き続き、１番 相曽桃子議員の一般質問を行い

ます。主題２、質問要旨１番からとなります。相曽

桃子議員、どうぞ。 

○１番（相曽桃子） 質問事項に入ります。 

 １、非核平和都市宣言から25年が経過しておりま

す。平和行政の取組の現状、課題、また新たな事業

の計画があるのかを伺います。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（山本敏博） お答えいたします。 

 世界の恒久平和のため核兵器が廃絶され、あらゆ

る紛争がなくなることを願い、湖西市では非核平和

都市であることを平成11年に宣言いたしました。 

 世界平和の実現のためには、戦争による惨禍の記

憶を次世代につなげていくことが重要と考え、これ

まで市主催の戦没者追悼式をはじめ、新居地区の遺

族会が主催し、８月15日に実施される慰霊祭や、公

益財団法人静霊奉賛会が主催する追悼式への参列な

どを行ってまいりました。また、例年５月に実施さ

れる原水爆平和行進への協力も行っております。 

 しかしながら、戦没者遺族の高齢化や世代交代が

進む中で、慰霊追悼活動への参加者が減少している

現状がございます。また、戦争を知らない世代が増

えている中で、平和の重要性をどのように次世代に

伝えていくかが課題となっております。 

 現状新たな事業の計画はございませんが、これら

の課題に対応するため、既存の取組のほうを見直し、

今後も市全体で平和への重要性を共有し、その意識

が次世代へ引き継がれるよう努めてまいります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 戦没者追悼式は対象者を限定

してといいますか、御遺族の方を対象にして行って

いると思います。今年、私も参列といいますか参加

させていただきましたけれども、やはり高齢で会場

に来られないというふうにお話をされていた方もい

らっしゃいました。また、湖西市におきましては、
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終戦の日ではなくて５月に行っていると思うんです

けれども、何か理由があるのでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 通常、全国的にも８月15日に行っている自治体が

多いんですが、湖西市においては５月に実施してい

ます。その理由につきましては、かなり長期間この

５月にやっているということで、理由まではちょっ

と把握していないのが現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） ありがとうございます。私は

勝手に５月にも思い出して、８月にも思い出すとい

う２回の機会が与えられているというふうにプラス

に思っておりました。特に、理由がないということ

で承知いたしました。 

 終戦の日には、正午に黙祷を行うというふうに同

報無線、市が主体となって行っておりました。また、

静岡県のホームページ上には、語り継ぐ思い戦没者

遺族としてと、戦争体験の記憶を引き継ぐため作成

された冊子を読むことができるようになっておりま

す。 

 終戦の日の前後に、湖西市内の図書館を２か所回

りましたが、戦争についての特集コーナーというも

のは特に見受けられませんでした。市としては、図

書館でこういう戦争についての特集コーナーなど、

何かやっているっていうふうな、何か認識といいま

すか確認はされているのでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 私の認識ではすいません、そういったことをやっ

ていることは承知しておりませんので。答えになっ

てませんけど、よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） できるのであれば、やはりそ

ういう終戦の日というものがありますので、市を挙

げて、先ほども行っていかなければならないという

御答弁いただきましたので、できることから市民の

皆さんに周知をしながらしのぶというような、何か

考えをしていかなければならないんじゃないかなと

は思っていますので、できることといいますと図書

館の特集コーナーとかで関連する冊子を置いて、皆

さんに注目してもらって読んでもらうっていうとこ

ろが、簡単にできるんではないかなと思っておりま

す。簡単っていう言い方は悪いですけれども、すぐ

できるようなことを私なりに考えてはみました。 

 また、新庁舎建設の話が出ておりまして、非核平

和宣言都市のモニュメントが今あるんですけれども、

それをどうするかっていう話は、何か検討されてい

るのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（山本敏博） お答えいたします。 

 まだ具体的な移転するとか、その辺についてはま

だ検討のほうは始まっておりません。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 忘れてるんじゃないかと思っ

て心配してますので、大事なものでございますので

検討のほうでも上げていただけたらと思っておりま

す。 

 それでは、２問目に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○１番（相曽桃子） 市内には、戦争に関連いたし

ます慰霊碑というものが幾つか存在していると思い

ますが、市は数・場所・管理状況、管理者の把握は

されているのか伺います。また、設置されてから月

日が経過し、耐震性や老朽化など安全面で不安があ

るのですが、これらの維持管理についても市の見解

をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 慰霊碑につきましては、令和５年に調査を実施し

ており、39基の慰霊碑の場所、それから管理状況を

把握しております。 

 現時点では、管理状況が不良で倒壊等により、地

域住民に危険が及ぶおそれがある慰霊碑はないとい

うふうに認識しております。地域の皆様から御相談

を受け、市として危険と判断した場合には、移設、

補修、埋蔵などの対応を慰霊碑や土地の所有者と協

議して決定してまいりたいと思っております。 



 

１１７ 

 また、市が把握していない慰霊碑の有無や老朽化

した慰霊碑の取扱いについては、湖西市遺族会や住

民の皆様に御支援をいただきながら、把握・検討を

してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 39基把握されているというこ

とを確認いたしまして、私が一つ懸念しているとこ

ろがありまして、南海トラフ大地震で湖西市内は震

度７の地震が発生すると予想されております。新居

中学校の第一登校坂には、縦に長く大きな慰霊碑が

設置されていると思います。そちらに関しては、管

理者等の確認は取れているのでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） 新居中学校第一登校

坂の下の慰霊碑につきましては、日露戦争のたしか

慰霊碑だったと思いますが、その管理者も把握して

おります。諏訪神社の管理というふうに承知してお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 場所が本当に登校坂の入り口

というところでありまして、新居中学校は避難所と

しても指定されておりまして、中学校の入り口が塞

がれてしまう、例えば地震が起きて慰霊碑が倒れて

しまって、入り口が塞がれてしまうという可能性も

考えられます。管理者が分かるのであれば、一度そ

ういった地震が起きたときの協議など、必要ではな

いかなと思うんですけれども、そういう話はされて

いらっしゃるんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 慰霊碑の管理について、その管理者と話し合う機

会っていうのは持っておりませんが、南海トラフ級

の地震が来ると、慰霊碑だけでなく神社の入り口に

ある鳥居も危険でございますし、そういったものも

含めて管理については、また市からも呼びかけてい

きたいなというふうには思っております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 国のほうが2016年度に、自治

体が慰霊碑を移設・撤去する際、管理者が不明だと

か倒壊のおそれがあるなど、ある一定の条件を満た

せば費用の半額、上限50万円として補助をする制度

を創設しています。なぜ創設したかという背景を見

ますと、やはり管理者が分からなくなってしまった

りとか、管理者が高齢化でちょっと管理が難しいか

ら、何とかしてほしいという意見が多くあったとい

うところで、国のほうで創設しているというふうに

確認しております。 

 先ほどもおっしゃったように、大地震が起きれば

それだけじゃないんですけれども、今現時点で考え

られるリスクを、少しでも減らすようなことをする

必要はあるのかなと思いましたので、今現状、不良

とみなすようなところはなく、管理状況はいいとい

うふうにおっしゃられましたが、新居中学校のとこ

ろに関しては神社さんがいらっしゃるので問題ない

かなとは思うんですが、何かあってからでは遅いの

で一度そういう協議の場を持って、今後どうするか

というところも、市として考えを共有できればなと

思いましたので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、３番目に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○１番（相曽桃子） 小中学校では、人権教育を核

とした平和教育を行っていると思いますが、実際に

戦争を体験した方の話を聞くや、修学旅行で平和教

育学習を盛り込んでいるなど、具体的に市の取組の

状況をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えいたします。 

 平和教育は、自他の人権を大切にする態度や行動

力の育成を目指す人権教育と大きく関連しています。

各学校では、人権教育全体計画を作成し、各教科、

道徳、特別活動、総合的な学習の時間など、様々な

教育活動を通じて人権教育に取り組んでいます。 

 戦争を体験した方の話を直接聞く活動を実施する

学校はありませんが、一部の小学校では戦争に関わ

る教材を学習する際に、戦争体験者の動画資料を視

聴しています。また、小中学校の社会科では、戦争

時における人々の生活について、教科書や資料を基
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に調べる活動を通して学んでいます。 

 なお、修学旅行で児童が東京都にある昭和館を訪

問し、展示資料の見学をする予定の小学校もありま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） 小中学校では、特色のある学

校づくりといたしまして、いろいろ推進されてると

思っております。湖西市の戦争の歴史を通して、人

権教育などつなげられることで郷土愛にもつながり

ますし、先ほども社会科では資料を使ってというふ

うにありましたが、新居町のほうでは先ほど言った

日露戦争の慰霊碑があったりとか、防空ごうがあっ

たりとか机上では学べないような、実際目で見て学

べるような施設がありますので、そういう教材もぜ

ひ使っていただいて、日清戦争から太平洋戦争まで

の歴史を学ぶと、より理解できるのではないかなと

思います。 

 また、学習指導要領の改訂がありまして、修学旅

行での平和学習にも変化が見られているようです。 

 これは静岡県立藤枝東高校の話なんですけれども、

主体的で対話的な深い学びとして、ただ教えられる

だけでなく、自分たちが主体的に考えるということ

をしています。平和のために自分たちができること

は何かを、グループごとにテーマを決めて議論し、

行動計画を立てているというふうに確認しました。

市役所の階段にも貼ってあります。ＳＤＧｓの、

2030年度までに持続可能な開発目標というのが貼っ

てあると思うんですが、16番の平和と公正というの

があります。全ての人にもつながってくるのではな

いかなと思っております。 

 市内の小中学校で、修学旅行先でこういう平和学

習みたいなとこはやっていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） 全ての学校が、どのような

修学旅行での学びをしているのかというところまで

は今把握はできていませんが、それぞれの学校で、

先ほど昭和館のお話しも御紹介しましたけど、江戸

東京博物館で昭和の生活を学んできたりとかってい

うふうな小学校の情報はあります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 相曽議員。 

○１番（相曽桃子） なので、せっかく修学旅行で

行くのであれば、本当に日本は戦争の歴史がとても

世界と比べていろんな歴史がありますので、小さい

ときにしっかり学んでいただきたいなと思っており

ます。 

 世界では、今このときも戦争・紛争・テロの絶え

ない国もありまして、今朝も今日、北朝鮮からのミ

サイルの問題というのも話題となっておりました。

直近ですと８月26日には、中国軍の情報収集機が長

崎県沖の日本の領空に一時進入し、航空自衛隊の戦

闘機が緊急発進して対応したという報道もあります。 

 日本国憲法第二章、戦争の放棄、第九条「日本国

民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希

求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は

武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、

永久にこれを放棄する。」と定められております。

今、国ではいろんな議論はされてはいますが、二度

と戦争が起こることがないよう、戦争の悲惨さを風

化させることなく、平和の尊さについて今後も考え

ていけたらと思います。 

 以上で、私の一般質問を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、１番 相曽桃子議員

の一般質問を終わります。 

 次に、４番 山口裕教議員の発言を許します。 

  〔４番 山口裕教登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、４番 山口裕教議

員どうぞ。 

○４番（山口裕教） ４番 山口裕教。通告書に基

づき、一般質問を行っていきます。 

 主題、少子高齢化・人口減少への対応について。 

 質問しようとする背景や経緯。全国的な傾向と同

様、湖西市でも少子高齢化の傾向は年々強まってお

り、令和４年度に実施した調査結果では、子育てし

やすいまち、高齢者に優しいまちが上位に位置して

います。本市では、2005年をピークに人口が減少し、

近い将来、世帯数も減少に転じると予測されていま

す。また、高齢化率が年々高まってきている中、今
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後は特に高齢者の日常生活の足を確保するよう、鉄

道交通との連携など、公共交通の利便性を高めるこ

とが必要です。 

 東海道本線の各駅周辺では、市街地環境の整備が

進められてきましたが、今後は子育て世帯や高齢者

世帯などのニーズに対応した質の高い良好な立地に

より、定住と交流を促進し、誰もが安心して快適・

便利に暮らし続ける活力ある湖西市を構築していき

たいと考え質問いたします。 

 質問の目的は、職住近接による持続可能な集約・

連携型都市の構築を図り、市外から通勤する方々の

転入を促進し、既存集落地を中心とする地域では、

働くまちから働いて暮らすまちへ地域活力の向上を

図り、人口減少対策へとつなげていきたいためです。 

 では、質問に入らせていただきます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○４番（山口裕教） 質問事項、まず子ども・子育

て関係について。 

 １つ目、行政に望む子育て支援として、湖西市子

ども・子育てに関するアンケートで、保育園、こど

も園などの保育施設の入園枠の拡大が40.7％と高い

数値結果が出ています。 

 幼児教育課のほうに確認したところ、現状、入園

待ちの方が多数いるとのことでした。今後の入園枠

の拡大対応について、市の考えをお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 お答えする前に、山口議員におかれましては、ほ

ぼ毎日、湖西歌舞伎のお稽古で御一緒させていただ

いておりますが、その中でもさらに声に張りが出て

きたような気がしておりますので、22日は皆さん、

ぜひ楽しみにしていただければというふうに、一番

せりふも所作も長いと思いますので。すみません、

元に戻って答弁させていただきます。 

 議員おっしゃるとおり、やはり子ども・子育てに

関しましては保育施設、入園枠ですとか保育園から

今度は学校に行っての学童、こういったもので非常

にここはこの数年といいますか、やっとこの五、六

年間で枠を増やしてまいりましたけれども、増やし

た結果としてというのと、もう一つは国の政策での

幼児教育の無償化なんかも令和元年ぐらいにありま

した。ということで、増やせば増やすほど入園希望

者も幼稚園から保育園とかこども園にシフトしてく

るというような状況が続いております。こういった

需要とか供給枠だとか、様々な数字を分析しながら

ということでこれまでもやってまいりましたけれど

も、今議員のおっしゃったアンケート、こちらのほ

うを取っていただいて今後の需要とかそういったも

のを分析していただきました。 

 今後の５年間としての保育の必要枠といいますか、

定員枠なんかをシミュレーションしていただきまし

て、先ほど話題にも出ましたけれども、令和８年度

からこども誰でも通園制度というのが国として始ま

りますので、その準備もしなければいけません。今

も何とかこういった待機児童というものは０人にな

っておりますが、結果として第１希望のところには

入れないだとかそういったような、いわゆるこれは

全国的にですけれども、隠れ待機だとか入所待ちみ

たいなものは残念ながら継続をしているというのが

現状ですし、また今弾力的に、弾力運用で定員より

も多めに入園枠を確保していただいている園なんか

もありますけれども、この令和８年度からのこども

誰でも通園制度によって、そういったものがさすが

に限界があるといいますか、その枠も確保しなけれ

ばいけないということで、入園枠がさらに必要とな

るというような分析結果が出ております。 

 結果として、今後の５年間の推移を見ても、こう

いった市内での保育の定員枠というのは不足が見込

まれる、要は増やさなきゃいけないということです

ので、アンケートが出たりとか分析していただいた

８月ぐらいだったと思いますけれども、市の方針と

して民間の保育施設、保育園とかこども園、この目

の前にヒーローズこさい保育園ができたりですとか、

希望の杜保育園だとかこういったものを増やしてま

いりましたけれども、さらに新設誘致といいますか

こういったものを増やしていく、さらには既存施設、

できるところの今ある湖西市立の園もありますので、

そういったものの定員の拡充・拡大を進めるという
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ことで、入所枠を拡大して確保していくという方針

にさせていただいております。 

 これは本当にどこまでかというのはありますけれ

ども、やはり待機児童はもちろんですけれども、こ

ういった第１希望に入れないだとか、なるべくおう

ちの近くだとか、育児休業の延長だとかそういった

ことも含めて、御要望に添えるような形での湖西市

としての保育の枠の整備が、拡大が必要だというふ

うに思っておりますので、これは早急に今ももう既

に担当のほうでは動いていただいております。 

 計画につきましては、今子ども・子育て会議とい

うのがありますので、こちらのほうで市としては承

認をいただくというプロセスがあり、さらには国と

か県、これはもう許認可事業でありますので国とか

県の許認可に向けての調整を行っていただいて、時

期だとかまた枠の規模というものを、何人というよ

うな規模を進めていかないといけませんので、こう

いった調整を今年度も進めていって、できれば来年

度に民間保育施設の公募を行って決定していくとい

うようなプロセスで、また時期や規模なんかはもち

ろんこれからですけれども、そんなあらあらなスケ

ジュールでやっていこうというふうに先般決定した

ところですので、こういったもので今担当のほうで

もしっかり前向きにやっていただいてますので、こ

ういったものから職住近接を進めていけたらという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） 市長自らの回答、ありがとう

ございます。 

 確認したいのですけども、ただいま市長の回答で

は、民間保有施設の新設や既存施設の定員拡充を進

めることで入所枠を確保するとともに、湖西市子ど

も・子育て会議において承認をいただいて、国・県

との調整を行い、時期や規模は本年度内に具体化し

て、民間保有施設とかは来年度に公募して進めてい

くという認識でよろしいですね。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） それではお答えします。 

 今、市長に答弁していただいた内容をおさらいし

ていただいたなというふうに思っています。そのと

おりでございます。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。職住

近接を実現するための一つとして、共稼ぎ世帯が一

般的となっている現在では、子育てしやすいまちと

して、保育園、こども園の入園枠の拡大は非常に重

要な実施すべき事柄の一つだと考えられますので、

ぜひ推進をお願いいたします。 

 では、次の質問に入ってよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○４番（山口裕教） ２つ目、同じアンケートの中

で、保護者が行政に望む子育て家庭の就労環境につ

いての結果では、事業所における子育ての理解促進

の啓発が最も高く、就業前の保護者、児童の保護者

では42.7％、小学生児童では44.5％、中学２年生で

は39.6％となっています。今後、事業所に対する理

解促進の啓発を、市としてどのように実施していく

のかお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 こども未来部では、事業所における理解促進に向

けた事項として、子ども・子育て支援事業計画等の

策定に携わる子ども・子育て会議において、市内企

業から委員として参画していただき、就労環境に関

する御意見をいただく機会としているところであり

ます。また、産業部では、企業向けの子育て支援に

関する情報発信として、子育て支援につながる就労

環境の整備に向けた行動計画を策定し、実行してい

る事業所には厚生労働大臣によって子育てサポート

企業として認定される「くるみん認定」の取得の促

進を図っております。 

 このような取組を通じて、企業・事業所における

子育てへの理解を深め、市全体で子育てに優しい環

境づくりを目指してまいります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。確認

したいのですが、ただいまの回答の中で子育てサポ

ート企業として認定される「くるみん認定」の取得
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促進を図っているとありましたけども、現在どれく

らいの企業がくるみん認定を取得しているのでしょ

うか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 現在、くるみん認定を取得をしている企業は湖西

市内に本社を置く企業が３社でございます。それか

ら、本社が静岡県内にありまして市内には支所など

がある事業所が８社でございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。市全

体で、子育てに優しい環境づくりを目指していくに

は、子育て支援につながる就労環境の整備や企業・

事業所における子育てへの理解を深めることが非常

に重要であると考えますが、企業・事業所の中には

就労環境の整備や子育てへの理解向上に、追従でき

る企業と追従しようと努力はしても、なかなか追従

できない企業もあると思いますが、一歩一歩、前進

して歩みを止めることなく推進していただけますよ

うお願いいたします。 

 では、次の質問に移ってよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○４番（山口裕教） では３つ目、同じアンケート

の中で、今後、放課後児童クラブに希望することと

して費用負担の軽減が33.9％となっていますが、ど

のように軽減策などを考えているのかお伺いいたし

ます。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えいたします。 

 放課後児童クラブの保護者負担につきましては、

原則、総事業費の半分が保護者負担、残りの半分を

国、県、市が負担するという仕組みになっておりま

す。したがいまして、物価高騰や人件費の上昇など、

放課後児童クラブの運営費が増すことによる保護者

負担増は避けられない面もあろうかと思います。 

 今回のアンケート結果を受け、例えば複数の児童

が利用している世帯に対しての支援など、他市の事

例を参考に、支援策を研究していきたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。確認

なんですけども、回答の中で複数の児童が利用して

いる世帯に対しての支援など、他市の事例を参考に

支援策を研究していきたいと考えているとありまし

たが、これは２人以上ですかそれとも近隣市のよう

に３人以上ですか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えいたします。 

 近隣市ということで、浜松市の事例は兄弟３人同

時利用で、３人目の子に対して支援となっておりま

すので、こうした事例を一つの参考にして研究して

まいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。物価

高騰や人件費の上昇など、放課後児童クラブの運営

費が増す中、費用負担軽減は非常に難しい支援策を

進めることになると思いますが、近隣市の事例を踏

まえ、子育てしやすい環境を整える一つとして、支

援策を推進していただけますようお願いいたします。 

 では、次の質問に移らせていただきます。 

○議長（馬場 衛） ４番ですね、どうぞ。 

○４番（山口裕教） では４つ目、国のこども大綱

の中では、子育て当事者への支援に関する重要事項

の中で、共働き・共育ての推進、男性の家事・子育

てへの主体的な参画促進・拡大とありますが、男女

共同参画の視点から、市としてどのように推進して

いくのかお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 本市の推進体制として、第４次男女共同参画推進

計画において、家庭生活と社会生活の両立を基本目

標に掲げ、施策に取り組んでおります。 

 具体的には、令和５年度に実施した男性の育児休

業セミナーで、市内事業所での取組事例を御紹介い

ただき、共働き・共育てに欠かせない事業所内のワ

ーク・ライフ・バランス推進について、必要性・有

効性の発信を行いました。 
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 また、妊婦とパートナーが参加できるプレパパ・

プレママ教室や父親向け育児講座、父と子が参加で

きる料理教室など、男性が参加しやすい講座を参加

することで家事、子育てへ男性も女性も参画できる

よう推進しているところです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。確認

したいんですけども、ただいまの回答の中のプレパ

パ・プレママ教室や父親向け育児講座は、年間何回

ぐらいどのような頻度で実施していくのか。それと

もう一つ、男性が参加しやすい講座として、どのよ

うな工夫を行い実施・開催していくのでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 プレパパ・プレママ教室は、昨年度まで２か月に

１回の開催でありましたが、今年度からは妊娠期パ

パママ教室として毎月１回の開催をしております。

また、父親向け育児講座は２講座をそれぞれ年１回

実施しております。 

 続いて、男性が参加しやすくするための工夫でご

ざいますが、例えば講座によりますけれども、平日

と休日の両方に開催日を設定することや、企業に広

報の協力をお願いしたり、さらにはオンライン参加

が可能な講座や、また会場での託児サービスを提供

するなど、そのほか親子で参加できる講座の開催な

ど、参加者に合わせた工夫をそれぞれ行っていると

ころであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。子育

てしやすい環境づくりにおいては、共に働き共に育

てていくために、男性の家事や子育てへの参画促進

が非常に重要であり、男女共同参画推進計画におい

ては、家庭生活と社会生活の両立が最も重要である

ため、男性向け育児講座や父と子が参加できる料理

教室なども効果的だと思います。今後も参加者に合

わせた工夫を行い、子育てしやすい環境づくりを推

進していただけますようお願いいたします。 

 では、次の質問に入らせていただきます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○４番（山口裕教） 次からは５つ目、高齢者関係

についてです。 

 コーちゃんバスについて、公共交通の利用者が少

ない理由の一つとして、路線ルートやダイヤが分か

りにくいことや、乗り継ぎの利便性の低さが挙げら

れます。今年度10月の改正では、どのような改善を

したのかお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部理事。 

○都市整備部理事（匂坂隆拡） お答えいたします。 

 今年10月の運行改正では、コーちゃんバスだけで

はなくコーちゃんタクシーや企業シャトルＢａａＳ

など、それぞれの交通手段の役割分担を見直すこと

で、公共交通全体として使い勝手のよさや分かりや

すさの向上を図るとともに、運行の効率化を図るこ

ととしました。 

 その中で、コーちゃんバスにつきましては、都市

拠点である鷲津駅周辺と各生活拠点を結ぶ機能を担

う移動手段といたしまして、運行経路を利用者が多

い路線や目的地に集約をすることで運行経路の単純

化、さらにはほかのバス路線へ乗り継がなくても目

的地へ行けるようにするなど、利用しやすくかつ分

かりやすいサービスとなるよう、運行改正をするこ

ととしております。 

 改善の具体例といたしましては、鷲津駅に乗り入

れる白須賀鷲津線や岡崎鷲津線など４路線で、鷲津

市街地内の大規模な商業施設を経由することや、知

波田入出線ではおぼとを経由することで、これまで

乗り継ぎが必要であった目的地にも、乗り継ぎなし

で行けることとしております。また、乗り継ぎが必

要な場合、例えば新居方面からの新居鷲津線から市

役所に向かう岡崎鷲津線などの路線へ乗り継ぐ場合

では、20分以内で乗り継ぎができる便数をこれまで

の２便から４便に増やすこととしております。 

 今後とも、移動に対する市民のニーズを的確に捉

え、公共交通への満足度の向上と運行の効率化に取

り組んでまいります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。確認
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なんですけれども、コーちゃんバスにおける使用頻

度の高い鷲津駅に乗り入れる白須賀鷲津線や岡崎鷲

津線など、この４路線は鷲津市街地内の大規模な商

業施設を経由するとともに、知波田入出線ではおぼ

とを経由するなど、使用頻度の高い目的地に乗り継

ぎなしで行けるということですね。それと、乗り継

ぎが必要な新居鷲津線から市役所に向かう路線に乗

り継ぐ場合は、20分以内で乗り継ぎができるよう便

数を増やすということですね。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部理事。 

○都市整備部理事（匂坂隆拡） お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおりでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。少子

高齢化が進んでいく中、高齢者に優しいまちづくり

はとても重要なことであり、そのためにも高齢者の

方たちの移動に対するニーズを的確に把握し、運行

の効率化による満足度の向上に対し、推進していた

だけますようお願いいたします。 

 では、最後の質問に移ってよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○４番（山口裕教） ６つ目、最後です。高齢者の

孤立化や特殊詐欺被害から高齢者を守るため、今後、

例えば自宅用の防犯カメラの設置に対する補助制度

を策定するなどの予定があるのか、お伺いいたしま

す。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 高齢者を特殊詐欺被害から守ることは、地域社会

全体の安全・安心を確保する上で、重要な課題であ

ると認識しております。 

 議員御提案の防犯カメラの設置は、一定の犯罪抑

止力が期待される有効な手段の一つですが、費用対

効果の観点から、現時点で防犯カメラの設置に対す

る補助制度の導入の予定はございません。 

 本市としましては、警察による啓発活動に加え、

民生委員さんや地域の方々、地域包括支援センター

など関係機関と連携し、定期的な訪問や見守り活動

の強化を図ることで、高齢者を特殊詐欺の被害から

守っていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。確認

したいのですが、回答の中で定期的な訪問と見守り

活動の強化を図るというのは、どのくらいの頻度で

訪問を実施していくのですか。それとまた、見守り

活動の強化を図るというのは、具体的にどのように

強化していく予定ですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 現在、本市では高齢者の見守り活動として幾つか

の事業を実施しているところなんですが、例を挙げ

て申しますと高齢者福祉配食サービス、昼食を最大

週３日の頻度で昼食の配食に合わせて安否確認を行

っております。また、新聞配達の事業者など訪問頻

度の高い事業者と協定を結んで、日々の配達業務の

中で、高齢者宅の異変に気づいたら通報していただ

くというような事業も展開しております。 

 具体的にどのような強化をしていく予定かという

ことなんですが、先ほど申し上げました見守り事業

の活用を促進していくとともに、地域包括支援セン

ターや民生委員さんによる訪問活動を強化していき

たいというふうに考えております。また、先ほど申

しましたように、警察等と連携した特殊詐欺に関す

る啓発活動や、地域住民による見守り活動の充実を

図っていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口議員。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。高齢

者の孤立化を防ぎ、特殊詐欺被害などから守ってい

くことは高齢者に優しいまちづくりだけでなく、地

域社会全体の安全・安心を確保するためにも重要な

課題ですし、これらを向上させていくことが地域活

力の向上ともつながり魅力ある湖西市となり、働く

まちから働いて暮らすまちへとつながり、人口減少

対策にもつながっていきますので、2005年をピーク

に加速する少子高齢化と人口減少への対応を推し進

めていきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 
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 以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、４番 山口裕教議員

の一般質問を終わります。 

 次に、２番 山本晃子議員の発言を許します。 

  〔２番 山本晃子登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、２番 山本晃子議

員どうぞ。 

○２番（山本晃子） ２番 参政党 山本晃子です。

通告に従いまして質問させていただきます。 

 なお、議長の許可をいただきまして、参考資料を

配付させていただいておりますのでどうぞよろしく

お願いいたします。 

 では主題１です。香害・化学物質過敏症に対する

配慮に関して。 

 質問しようとする背景や経緯です。近頃、香りの

害に悩まされている方が増えています。いわゆる香

りの害と書いて、香害と言われています。合成洗剤

や柔軟剤、整髪剤、芳香剤、香水、シャンプー、リ

ンス、制汗剤などの日用品から発生する香りをはじ

めとした化学物質が原因で、頭痛、吐き気、呼吸困

難、めまい、ぜんそく発作、思考力低下、目や鼻の

痛み、鬱症状やいらいら等、体調不良や健康被害が

起きてしまいます。中には、就労や通学がままなら

ず、退職や休学に追い込まれるなど、日常生活に支

障を来している方も多くいらっしゃいます。 

 なお、香害から化学物質過敏症を発症する場合も

あります。化学物質過敏症とは、普通の人では問題

にならない生活環境のごく微量の化学物質に体が過

敏に反応することによって、様々な症状が現れる病

気です。重症化すると、人によっては身の回りのあ

りとあらゆるもので具合が悪くなり、一般的な社会

生活が送れず大変深刻な状況に陥ります。日常生活

に支障が出てしまう症状の方は、場合によっては障

害年金の対象となるほどです。 

 香害の広がりとともに、化学物質過敏症の方が増

えている傾向が専門家によっても指摘されています。

化学物質過敏症支援センターのホームページには、

内山巌雄京都大学大学院教授らが、成人を対象に行

った調査から、発症者数は全国で約70万人と掲載さ

れています。子供も含めると100万人程度とのこと

です。 

 そして、実際に明らかな体調不良があるにもかか

わらず医師らに異常なし、気のせいなどと言われ続

け、化学物質過敏症と診断されるまで医療機関を何

か所も渡り歩いた経験を持つ方は、少なくないと言

われています。このため、医師が異常なしと言って

いるのだからと家族からも理解をしてもらえない発

症者が多く、発症者は症状だけでなく、孤独にも苦

しめられることがあります。 

 これらのことから、2021年から消費者庁が中心と

なり文部科学省、厚生労働省、経済産業省、環境省

の５省庁連名で、「その香り困っている人もいます」

と題したポスターが制作され、香りに対する配慮を

促す啓発を国が始めました。 

 そして、2022年２月28日には、参議院予算委員会

において、岸田文雄総理大臣が必要な研究を進め、

香りについて周囲への配慮の周知を図っていくと答

弁されました。 

 湖西市民の方でも香害・化学物質過敏症でお困り

の方が実際にいらっしゃいます。発症のメカニズム

は明確になっておらず、誰でも発症する可能性があ

り、決して人ごとではありません。花粉症のように、

いつ何どき自分や家族の身に起こるかもしれないの

です。その上、香害被害者が臭いという言葉と一緒

に体調不良を訴えることが多いため、香害が臭いの

好き嫌いの問題とも思われがちで、香害被害者が我

慢が足りないわがままな人と誤解を受けることがあ

り、私たち一人一人が正しい知識と理解を持つこと

が非常に重要だと考えます。 

 では質問の目的です。湖西市において、現在、香

害・化学物質過敏症の症状をお持ちの方がこの病気

の周知、正しい理解により少しでも生活がしやすく

なるよう、そして今以上に香害・化学物質過敏症を

発症する方が増えないよう質問いたします。 

 質問事項に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○２番（山本晃子） １、市民の方からの香害・公

害化学物質過敏症の相談状況と、市の認識及び啓発

方法について教えてください。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし
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ます。健康福祉部長。 

  〔健康福祉部長 太田康志登壇〕 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 これまで香害・化学物質過敏症について、市民の

方から御相談を受けた実績はございません。ただ、

体調が優れないことの原因が、香害・化学物質過敏

症であることが分からないこともあるようですので、

どこに相談していいか分からないといった状況も考

えられます。 

 市といたしましては、香害・化学物質過敏症とい

うものがあることは認識しており、現在、健康福祉

センターおぼと内に日本語、ポルトガル語、スペイ

ン語の香水・整髪料の自粛のお願いを掲示し、来所

者に対する注意喚起を行っております。 

 国・県では、ポスターを作成して啓発に努めてお

りますので、今後、市ウェブサイトや広報への掲載、

公共施設へのポスター掲示等を通して、市民の方へ

の啓発に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。ぜひ

お願いいたします。 

 市民の方から湖西市への御相談はないとのことで

したが、実は私が以前勤務していました会社で、多

くの香害や化学物質過敏症の方々に、御愛用いただ

いている商品を扱っておりました。そのときに、化

学物質過敏症や香害の方がどれほど大変な生活をさ

れているのかということを、初めて私は知りました。

そして、そのお客様の中に湖西市民の方で香害・化

学物質過敏症の方もいらっしゃったんです。また、

今回この質問をするに当たり、香害・化学物質過敏

症の方々を支援されている団体へ問合せをいたしま

して、やはり湖西市民の方からの御相談が複数ある

ということを確認いたしました。 

 また、ポスターに関してなんですけれども、私自

身、健康福祉センターおぼとに啓発の掲示が貼って

あることは存じておりましたが、たしか白黒だった

かと思うんですが、あまり目立たないのでどのくら

いの方が見てくださっているのかなという気がいた

しております。 

 ぜひ、先ほどお伝えいたしました厚生労働省など、

５省庁連名で作成されたポスター掲示をお願いした

いと思っております。同時に、引き続きそちらのポ

スターも外国語での対応もお願いできればと思いま

す。 

 では２番に。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○２番（山本晃子） ２番、障害者差別解消法は、

障がいのある人への障がいを理由とする不当な差別

的取扱いを禁止し、障がいのある人から申出があっ

た場合には、合理的配慮の提供、環境の整備を行政

機関等の義務、事業者は努力義務とされていました。

しかし、本年４月１日から一律に義務へと改正され

ました。対象者は、障害者手帳を持っている人に限

らず、障がいや社会の仕組みによって日常生活や社

会生活に相当な制限を受けている全ての人とされ、

化学物質過敏症なども対象になることが国会質疑で

確認されています。 

 そこで、湖西市においては、香害・化学物質過敏

症でお困りの方へどのような支援等をされています

か、またはされるおつもりでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 現在、直接的な支援はしておりませんが、心身の

健康に関する相談を行っているところでございます。

香害・化学物質過敏症の性質上、来庁することが困

難な方に対しましては電話やメール、またはオンラ

インでの相談をお受けするなど、お困りの方に寄り

添った対応をしてまいりたいというふうに思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。今ま

で御相談がなかったということなので、無理もない

こととは思いますが、これを機会に湖西市民に周知

啓発していただけることで、当事者の方々も御相談

がしやすくなると思います。 

 今後、そういった方たちへ電話やメールやオンラ

インで寄り添っていただけるということでしたが、

例えばですが軽い症状の方だと出歩くということも
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可能な方もいらっしゃるんですが、そういった方に

はもし対面を御希望でしたら、周囲の方の柔軟剤の

香りが影響されないように、個室での対応を御検討

いただくですとか、あと対応される職員の方には香

りに関して十分に御配慮いただくなど、お願いでき

ればと思っております。 

 では３番に。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○２番（山本晃子） ３、香害・化学物質過敏症は

周囲の方の理解と知識が非常に重要です。市職員の

教育はもちろんのこと、出前講座などにより市民や

民間企業及び日本語が通じない方に対する直接的な

周知、教育が効果的でかつ重要ではないかと思うの

ですが、そのお考えはございますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 香害・化学物質過敏症に対する理解と知識を深め

るため職員への周知、民間企業や日本語が通じない

方への情報提供、市ウェブサイトや広報への掲載、

公共施設へのポスター掲示等により、市民の皆様へ

の周知に努めてまいります。 

 なお、出前講座につきましては情報を収集し、実

施を検討してまいりたいと思います。また、小中学

校での周知につきましては、教育委員会と協力し、

校長会を通して児童生徒や保護者の皆様、それから

教員等への周知にも努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。今お

っしゃっていただきましたように、私としてはまず

は市の職員の皆様ですとか、市民の方々がこういっ

た香害や化学物質過敏症に関しての知識を持ってい

ただきまして、香りなどに気をつけていただきたい

と思います。 

 よかれと思ってよくあることなんですけれども、

例えばなんですがトイレの芳香剤でありますよね、

ああいったもので具合が悪くなってしまうというこ

ともあるとよく聞かれます。まずは、知らないこと

には注意のしようがないと思いますので皆さんへの

周知、そして先ほどうれしいことに学校の先生から

言って、学校教育でもしていただけるということで

したので、やはりそういった形でまずは私たち市民

も含め職員の皆さん、そして学校の先生から児童生

徒へ、そして子供たちから御家庭の御家族へってい

う形で、市全体で気をつけていただけるような形に

なればいいなと思っております。また、外国の方へ

の周知なんですが、先ほどポスター掲示にポルトガ

ル語、スペイン語というお話しでしたが、ぜひ英語

も入れていただきたいなと思うんですけれども、３

月末現在で湖西市には47か国、4,226名の外国籍の

方がお見えだと伺っております。全人口の７％を超

えていらっしゃいますので、全ての言語に対応する

ということは無理だということは十分理解しており

ますが、英語は分かるという外国籍の方は大勢いら

っしゃるはずですので、ぜひ英語もお願いしたいと

思いますがその点お願いできますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 ポルトガル語、スペイン語の掲示が白黒で文字だ

けで分かりにくいという話もありましたので、そち

らをイラストつきのポスターにつくり変えると同時

に、英語でのイラストつきの掲示物を作成していき

たいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。ぜひ

よろしくお願いしたいと思います。 

 もう一点お願いというか、日本語教育を市では開

催されていると思うんですが、そちらの事業の中で

こういった香害・化学物質に関して御説明いただき

ますと、非常に外国籍の方にも御理解いただけると

思うんですが、日本語教育のほうでもお願いできな

いでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長よろしいですか、教育

長。 

○教育長（松山 淳） 先ほど、学校のほうでもポ

スター等を使って啓発をしていくというふうな答弁

をしていただきましたので、学校のほうでも日本語

教室がありますので、そういう場でも目に触れるよ

うに取り扱っていきたいなというふうに思っていま



 

１２７ 

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。私の

質問の意図は、湖西国際交流協会でされている日本

語教育のつもりだったんですけれども、お願いでき

ないでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 湖西国際交流協会も含めて、いろんなところで啓

発のほうは一緒にやっていきたいというふうに考え

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） どうもありがとうございます。

ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 では４番に。 

○議長（馬場 衛） 山本議員、質問の途中ですけ

ど、再開から１時間を過ぎておりますのでここで暫

時休憩とさせていただきたいと思います。再開を15

時35分、15時35分とさせていただきます。 

午後３時20分 休憩 

───────────────── 

午後３時35分 再開 

○議長（馬場 衛）  休憩を解いて会議を再開し

ます。 

 引き続き、２番 山本晃子議員の一般質問を行い

ます。主題１、質問要旨４番目からとなります。山

本晃子議員どうぞ。 

○２番（山本晃子） では４番です。児童生徒の中

には、学校での友達からの香害が原因で教室に入れ

なくなってしまうなどという深刻な香害被害があり、

不登校につながるケースが全国的にあると聞いてい

ます。湖西市での事例と、不登校の原因が香害によ

るものではないかという調査をされたことはありま

すでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えいたします。 

 不登校の児童生徒につきましては、体調不良であ

ればその内容であるとか、不登校の原因等も含めて

不登校の理由の把握に努めております。 

 これまでのところ、香害が原因とされるケースは

ございませんでした。また、不登校の原因について

は個別に理由の把握に努めていることから、香害に

特化した調査は行っておりません。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。全国

的な例で、不登校になっている本人が香害という認

識を持っていないっていうケースが多いと聞いてい

ます。しかしながら、なぜか学校に行くと頭が痛く

なったりだとか気持ちが悪くなったりして、学校に

行きたいと思っているんだけれども教室に入ると体

調が優れず行けなくなってしまった。そしてよくよ

く調べたら、お友達の柔軟剤の香りが原因だったと

いうことがあると聞いています。判断は非常に難し

いところではあると思うんですけれども、不登校の

解決の糸口になる可能性もあるのではないかなと思

っています。 

 先ほどからの繰り返しにはなってしまうんですけ

れども、まずは知らないとこういった判断がつかな

いので、先生方も香害・化学物質過敏症のことを知

っていただいた上で、不登校に関する調査をしてい

ただければ、教室に行くとなぜか体調不良になって

しまうなどという児童生徒がいらっしゃったら、先

生方のほうでもしかしたら香りの原因なのかもしれ

ないなと、掘り下げていただくことが可能ではない

かと思います。そういった形でしたら、改めての調

査にはならないかと思いますが、こういった御対応

は可能でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、まずは教員がしっかりと

そういうこともあるんだっていうことを認識して、

子供たち、保護者に対応していくことが大事だと思

いますので、先ほどの答弁でもありましたけど校長

会等を通して、校長先生を通して学校の職員の皆さ

んには理解をしていただくっていうような働きかけ

をするとともに、ポスター等も利用しながら啓発に

努めてまいりたいというふうに考えています。 



 

１２８ 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。校長

会やポスター掲示といううれしいお話しをいただき

ました。 

 １点、学校図書館に香害の本を置いていただいた

りすると、学校図書館ですとか市の図書館、児童生

徒、市民の方に読んでいただくということは大変有

効だと思うんですけれども、ぜひこういった本を置

いていただけないかなと思うんです。私が検索しま

したところ、市の図書館には香害の本が１冊だけ置

いてあるという状況だったんですけれども、こうい

った形で増やしていただくと、決して他人事ではな

く、どんなに大変な症状なのかということも皆さん

にお分かりいただけると思うので、ぜひそういった

形でも啓発の一つになると思いますので、お願いで

きればと思います。 

 では５番に。 

○議長（馬場 衛） ５番ですね、どうぞ。 

○２番（山本晃子） 子供たちが持ち回りできる給

食のエプロンについた香害の訴えがよく聞かれます。

ということもありまして、豊橋市では昨年から給食

エプロンの持ち回り制を廃止し、自前のエプロンを

使用されています。湖西市でも同様の方式を取り入

れてみてはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えします。 

 現在、給食で使用するエプロンに関しましては、

洗剤や柔軟剤の香りの相談があった場合、家庭で用

意したものを使用することが可能となっております。

香りに限らず、綻びのつくろいなど様々な問題があ

りますので、今後は学校で用意したものを持ち回り

で使用するのか、各自家庭で用意したものを使用す

るのか、検討してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。ぜひ

お願いしたいと思います。現在も申出があれば可能

だということなんですが、なかなか言い出せない児

童生徒さんもいらっしゃるでしょうし、よくこれ聞

かれる御意見なんですが、保護者の方がアイロンを

かけると様々な御家庭の柔軟剤が入り混じった臭い

が、熱で強調されてしまって非常に不快だっていう

ことを言っていらっしゃる保護者の方がいらっしゃ

るんです。ですので、子供たちの健康だけでなく、

御家庭の保護者の方への影響もあるかと思いますの

で、お申出によって家庭で用意したものっていうこ

とではなくて、最初から選択制にしていただければ

香りの問題だけでなく、サイズが合わないとか先ほ

ど綻びの件とかもありましたが、そういった問題が

解決され、全ての人にとってよいのではと思います

ので、ぜひお願いできればと思います。 

 では１番の質問を終了。 

○議長（馬場 衛） 主題２のほうへ、どうぞ。 

○２番（山本晃子） ２、湖西市の財産である中根

金作氏が手がけられた庭園等について。 

 質問しようとする背景や経緯です。市内新居地区

には、昭和の小堀遠州と称された造園家故中根金作

氏が作庭されたすばらしい庭園や公園、緑地遊歩道

が数多くあります。 

 中根金作氏といえば、世界一と言われる島根県に

ある足立美術館の日本庭園や京都府二条城の清流園、

妙心寺退蔵院、大阪府大仙公園、アメリカボストン

美術館の日本庭園など、国内外で様々な日本庭園を

手がけられました。この世界的な造園家中根金作氏

の貴重な庭園等が新居地区に数多く残っています。 

 例えば、新居の玄関口であり手筒花火のモニュメ

ントの噴水が印象的な新居町駅前公園、図書館や児

童公園、貝殻ステージ、四季折々私たちの目を楽し

ませてくれる日本庭園が併設された新居文化公園、

国土交通大臣表彰をされた新居新柏公園、消防署南

分署横にはパーキングパーク、そのすぐ近くの老人

福祉センターの中庭には日本庭園が、そのそばには

浜名川親水公園と、浜名川緑道等、中根氏が手がけ

られたたくさんの施設があります。これらは、湖西

市及び湖西市民の大切な財産と言えるでしょう。 

 中根金作氏が手がけた足立美術館には、2023年に

は約47万人、コロナ前の2019年には61万人以上の人

が訪れています。もちろん規模が違うので比較には
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なりませんが、中根氏が手がけた庭園はそれほどま

でに人々に愛され、貴重なものだということの表れ

だと思います。 

 しかしながら、湖西市民、ましてや新居地区にお

住まいの方でさえ、中根金作氏が手がけた貴重な庭

園や緑地遊歩道があるなどということを、御存じな

い方が大勢いらっしゃいます。そして、中根庭園を

研究する会の市民有志の皆様には、お庭の手入れ等

を御尽力いただいておりますが、老朽化も進んでい

ることから、ある程度のまとまった予算の確保も必

要だと考えます。湖西市民の財産と言うべき日本庭

園や緑地遊歩道などが劣化していく姿に、心中穏や

かでない市民も多くいらっしゃいます。 

 質問の目的です。郷土愛を育む意味でも、中根金

作氏が手がけられた湖西市民の財産と言うべき庭園、

緑地遊歩道等のことを子供たちを含む市民へ周知し、

大切に受け継いでいくことは非常に重要だと考えま

す。また、中根金作氏が手がけた庭園等は、第２次

湖西市観光基本計画（2021年度～2025年度）の重点

戦略①郷土愛を育む観光地域づくりの計画にも合致

していると思います。これらを踏まえ、市の考えを

確認させていただきたく質問いたします。 

 では、質問事項に。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○２番（山本晃子） １、現在多くの市民が中根金

作氏の名前を聞いてもぴんとこない状況です。中根

氏が足立美術館を手がけられたこと、その中根氏が

手がけた庭園などが新居地区に多く存在することを

説明すると非常に驚かれます。中根金作氏の手がけ

た作品が残されていることを、多くの市民が御存じ

ないことに関して、市としてはどのようにお考えで

しょうか。また、今までにどのような方法で、中根

金作氏の庭園や緑地遊歩道などを市内外へ周知され

ていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 昭和の小堀遠州とたたえられた中根金作氏及び中

根庭園研究所が手がけた庭園などにつきましては、

公園などに附帯する公共施設として、それぞれの施

設所管課で管理を行っております。観光施設として

活用や周知が十分でなかったということから、市民

の皆様の認知度は低くなっていると認識をしており

ます。 

 中根庭園に関しましては、これまでもガイドツア

ーの実施や中根金作氏の軌跡を紹介する本を発行す

るなど、中根庭園の魅力を発信をしていただいてい

る民間団体のほうへ、市として文化の香るまちづく

り事業補助金を交付するなどの支援を実施をしてき

ました。さらに、浜名湖花博2024を契機に、中根庭

園の観光での活用を検討することになり、令和５年

度には静岡県の東アジア文化都市2023静岡県市町補

助金を活用して、庭園の整備や看板の設置、それか

ら中根庭園とまち巡りというようなパンフレットの

作成をいたしました。 

 今年３月から６月の浜名湖花博2024期間中には、

これまで整備をしました庭園を巡るガイドツアーを

湖西市・新居観光協会と連携をして実施をし、観光

での活用をスタートいたしました。浜名湖花博2024

終了後も、引き続き整備をした庭園をＳＮＳやパン

フレットで周知をするとともに、舟運と組み合わせ

たガイドツアーを計画するなど、周遊ツアーの内容

を充実させ、庭園の観光での活用を増やして、中根

庭園を含めた湖西市の魅力を市内外の多くの方に周

知をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。舟運

等の組合せツアーということで、大変期待したいと

ころなんですけれども、１点教えてください。今ガ

イドツアーのお話が出ましたけれども、浜名湖花博

2024のときに行われたツアーは何回行われて、何人

の方が参加されたのでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 令和５年度に浜名湖花博2024を契機ということで

取組を始めました。令和５年度には庭園の整備をし

て、それからプレツアーというものを行いました。

それが12月に行いました。令和６年度に入りまして、

浜名湖花博2024期間中にはガイドツアーとして３回

の計画を行いまして、４月７日に湖西国際交流協会
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と湖西市・新居観光協会が連携をして、外国人向け

の庭園のガイドツアーを実施をしまして、そちらに

は20名の参加がございました。それから４月21日の

ほうですが、老人福祉センターのほうで中根庭園の

鑑賞とお茶会というような組合せで、100名の方が

参加をいただきました。この日は、当日さわやかウ

ォークも実施をされまして、そういったタイアップ

というかそういったところも連携をして、相乗効果

があったのかと思います。５月19日に計画したとこ

ろが、浜名湖の湖上遊覧と中根庭園、それから新居

地区を巡るっていうそんなツアーを計画しておった

んですけども、そのとき雨で中止となってしまいま

して、それから10月19日に延長して同様な内容で計

画をしています。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。実績

もお聞かせいただきまして、10月19日に延期される

というツアーも非常に魅力的だなと思いますので、

今後も期待したいと思います。 

 では２番に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○２番（山本晃子） ２、本来、老人福祉センター

の庭園は、露天風呂から枯山水、池泉庭園の２つの

庭園を同時に楽しむことができるすばらしい造りの

はずでした。指定管理という事情もあってか、現在

は露天風呂から鑑賞することができません。鑑賞で

きる工夫、そして老人福祉センターを市内外、年齢

を問わず多くの方に利用してもらうためにも、老人

福祉センターに誰もが親しみの持てる愛称をつける

などしてはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 老人福祉センターは、老人福祉法に基づいて設置

された施設であり、地域における高齢者の生きがい、

健康づくりや介護予防の拠点として、高齢者が健康

で明るい生活を営むことを目的とした施設でござい

ます。 

 議員御指摘の露天風呂からの庭園鑑賞についてで

すが、施設の設計上、露天風呂からの２つの庭園を

同時に鑑賞することは想定されておりません。さら

に、露天風呂へ行くためには、現在、貸館として利

用されている機能回復訓練室を通過する必要があり

ます。露天風呂を見学目的で開放することで、機能

回復訓練室の利用者に制限や御迷惑がかかる可能性

があるため、一般開放は物理的に難しい状況です。 

 その一方で、今年度は浜名湖花博2024の期間中に、

この庭園を周遊ツアーのルートに追加するなど、鑑

賞者の拡大を図る取組を進めています。また、施設

の愛称については、老人という言葉が持つイメージ

に対する抵抗感や、将来の利用者として想定される

現役世代の視点を考慮し、より親しみやすい愛称を

つけることで、利用者の拡大を図る施設があるとい

うことは認識しておりますので、施設の利用者や利

用団体からの御意見を伺いながら、慎重に検討して

まいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。露天

風呂の一般開放に関しては非常に残念だなと思うん

ですけれども、こういう状況になる前に定期的にお

手入れが入っていればと思わないではないんですけ

れども、愛称の件は非常に前向きに考えていただけ

るということでうれしく思います。 

 例えばなんですけれども、一般開放はというお話

しでしたが、市民の方が気軽に中庭の庭園を見学す

るということは構いませんか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 先日、指定管理をしている社会福祉協議会とも話

をしましたが、一般開放は開館の時間中であれば御

自由に御覧くださいというふうな返事もいただいて

おりますので、一般開放は可能だというふうに捉え

ております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。それ

でしたら一つお願いがあるんですが、市民の方が見

学をするにしましても、今何の案内もないので施設

に入るのがちゅうちょしてしまうんです。しかも名
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前が老人福祉センターとなっているので、せめて見

学はできるということと、あと休館日の掲示ぐらい

入り口にでも貼っていただければ、市民の方たちも

足が向いて見学していただいて、すばらしい庭園だ

っていうことを周知できるのではないかと思うんで

すが、その辺りお願いできますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（太田康志） お答えいたします。 

 建物の外への看板の設置については、担当課とも

協議して積極的に、前向きに検討していきたいとい

うふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。ぜひ

よろしくお願いしたいと思います。 

 では３番に。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○２番（山本晃子） ３番、老人福祉センター近く

の浜名川親水公園に関して、藤棚の根元が盛り上が

りタイルを押し上げ、歩くにも危険な状態となって

おります。皆様にどのような状態かお分かりいただ

けますよう、参考資料を配付させていただいており

ますので、そちらで御確認いただきたいと思います。

ぜひ御覧ください。こちらは、老人福祉センター側

の浜名川親水公園の写真となっております。御覧い

ただいてお分かりいただけるかと思うんですが、根

元を含めた藤棚が盛り上がって危険な状態なんです

が、こちらの手入れ、改修の予定及び水遊びができ

る設備がこちらには併設されていて、この⑧番のと

ころが噴水というか水が出るところの一部分の写真

なんですが、こういった形でタイルが剥がれてしま

って、前のところにはヘドロがこうなっている状況

になっているんですが、こういった水遊びができる

設備に関しても、今後の活用方法はいかがでしょう

か教えてください。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 藤棚の根元周辺のタイルの盛り上げにつきまして

は、業者に相談をさせていただきました。簡易的な

修繕では木の根元を傷つけて、最悪の場合、藤の木

が枯れてしまうおそれがあるということで、それな

りの規模の修繕が必要ではないかということでした。 

 予算の都合上、明確な修繕時期は申し上げられま

せんが、まずは公園を管理しております指定管理者、

それから専門業者と相談の上、最適な修繕方法を検

討してまいりたいと思います。 

 それから藤棚周辺の活用につきましては、先ほど

のタイルの盛り上がりとそれから水遊びができる設

備の修繕を含めまして、文化観光課とも連携を図り

ながら検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） 前向きな御答弁ありがとうご

ざいます。少し確認させていただきたいんですが、

業者さんっていうのは専門知識をお持ちでしょうか。

といいますのは、あの浜名川親水公園の藤の木って

いうのは、新居の東福寺さんから寄贈していただい

た樹齢116年という大変貴重な藤だと伺っていまし

て、今年も花つきが例年に比べて選定の仕方、時期

が悪かったということで市民の方から非常に御心配

の声をいただいたということがあります。何かあっ

ては、市民の方々たちが非常にがっかりされてはい

けないので、慎重な確実な方法でお願いしたいんで

すが、その専門知識のある方なのかどうかというの

を確認させてください。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 市内の造園業者に見ていただいたということで聞

いております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） 実際に修繕、時期は伝えては

もらえないけれども、修繕方法を検討するというと

きに専門家の意見というのは取り入れられますか。

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 確認は市内の造園業者に見ていただいたというこ

とです。これからそういった専門知識のある方、い

ろいろと調べてそういった方に見ていただいて、確

認をしていただきたいなと考えております。 
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 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員、発言時間が残り５

分を切りますので、よろしくお願いいたします。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。では、

くれぐれも藤の木が駄目になってしまうことがない

ように、お願いしたいと思います。 

 そして、浜名川親水公園は中根金作氏の作品なの

で、修繕に当たって中根金作氏の作品が変わってし

まったなどということがないようにお願いしたいと

思います。 

 では４番に。 

○議長（馬場 衛） ４番ですね、どうぞ。 

○２番（山本晃子） 小学校三、四年生の道徳とあ

りますが、ごめんなさい、これは社会の間違いです。

社会の副読本として「わたしたちの湖西」という本

が配布されておりますが、中根金作氏が造られた庭

園、公園等のことが一切触れられていません。市民

の財産とも言えるこれらの庭園等の存在を子供たち

が知ることにより、郷土に誇りや郷土愛が育まれる

と思います。「わたしたちの湖西」というタイトル

の副読本にふさわしくぜひ掲載すべきと考えますが、

お考えはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（松山 淳） お答えいたします。 

 ４年生社会科の学習において、社会科副読本の

「わたしたちの湖西」を活用し、文化財等の保存や

継承に取り組んでいる地域の人々の努力や、地域の

発展等について学習をしております。 

 中根金作氏によって造られた庭園、公園等の資料

を副読本に掲載するかどうかについては、今後、社

会科副読本改訂委員会がございますので、その中で

十分検討してまいりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。ぜひ、

子供たちの郷土愛を育むことや郷土に誇りを持つこ

とというのは大切なことですので、前向きに御検討

をお願いしたいと思います。 

 そして、ちょっと話がずれるんですが、これ今、

湖西市教育委員会がつくられているふるさと文学散

歩道っていう歌碑がいろいろ載っているものなんで

すけれども、こういったすばらしい著名の方々が湖

西市を訪れ、この地のことを読んでくださって、す

ばらしい土地を歌ってくださったっていうことで、

こういった歌碑が残っているわけなんで、こういっ

たものも「わたしたちの湖西」に、また掲載してい

ただけることも併せて御検討いただければと思いま

す。 

 では５番に。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○２番（山本晃子） ５、中根金作氏が造られた庭

園や公園は、湖西市が誇るべき観光資源であり財産

です。現状では、せっかくの湖西市民の財産が残念

な状況と言わざるを得ません。湖西市観光基本計画

の重点戦略１、郷土愛を育む観光地域づくりにも合

致していると思いますので、手入れをし直すべきと

ころは直した上で、市内外への周知、広報とともに

消えてしまい読めなくなってしまった案内板の設置、

経年劣化に対応した老朽化対策など必要だと考えま

す。 

 そこで、修繕を含む恒常的な予算確保が必要と考

えますが、市としてのお考えをお聞かせください。

また、行政によくありがちな縦割り的管理の分散に

よる施設機能の効果が薄くなるなど、施設の利活用

の点についての課題があると思いますので、組織内

の連携を高めていくお考えはありますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 中根金作氏及び中根庭園研究所が手がけた庭園の

うち、観光での活用も見込める施設を選定をするた

め、湖西市・新居観光協会や中根庭園を研究する会

と協議をしました。その結果、特に中根金作らしさ

が伝わる老人福祉センター、それから新居図書館の

日本庭園、あと一つが浜名川親水公園の藤棚、この

３か所を令和５年度に文化観光課へ移管をし、浜名

湖花博2024に間に合うように整備をいたしました。

本年度は、この庭園の景観維持に必要な経費を予算

計上しております。 

 組織内の連携につきましては、現在でも中根金作

氏の庭園を巡るガイドツアーを行う際には、ツアー
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で立ち寄る新居図書館や老人福祉センターと連携を

し、本来の目的で利用している方々の支障とならな

いように実施をしております。 

 また、藤棚につきましてもスポーツ・生涯学習課

と連携をしながら管理を行っております。 

 今後も、関係部署及び湖西・新居観光協会と連携

をしながら、観光活用を進めた庭園の管理を続けて

まいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山本議員。 

○２番（山本晃子） ありがとうございます。大い

に期待させていただきたいと思います。 

 今回この質問を取り上げましたのには、実は見に

来られた方に、世界的な造園家の作品がこんなに身

近にあることに感激した反面、現状の様子に悲しい

思いがした。多くの労力と時間、お金がかかるとは

思うけれども、重要な価値のあるものを大切に守っ

てほしいというお声を幾つかいただいたということ

がありました。 

 今から４年前の2020年に出版された中根金作氏の

業績とともに、湖西市の庭園などが紹介されたこち

らの本、造園家中根金作の軌跡～その生涯と遠州新

居での景観とまちづくり～に、市内には小堀遠州作

とされる名刹、本興寺の庭園等もありますので、今

回の出版をきっかけに、新たに誇るべきものとして

中根金作氏が手がけた庭園を加え、市外の多くの皆

さんにこれらの庭園や公園、緑地を見ていただくよ

うになればと思います。また、これらの庭園等を市

の貴重な財産として、皆様と一緒に考えて保存し、

後世に残していければと考えています。と寄稿され

た影山市長の思いも、それほど遠くない未来に現実

のものになるという期待が持てる御答弁を幾つかい

ただきました。ぜひ、湖西市民の皆さんが施設とし

ても楽しむことができ、観光資源としても生かせ、

また新居地区のみならず湖西市民の誇りとなるよう、

ぜひ予算づけをしていただき、修繕をしていただい

た上で、恒常的な予算組みによる維持管理がなされ

ることを切望いたしまして、私の一般質問を終了さ

せていただきます。どうもありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、２番 山本晃子議員

の一般質問を終わります。 

 これをもちまして、９月定例会に予定しておりま

した一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 以上で、本日の日程は終了い

たしました。 

 お諮りいたします。 

 13日は、一般質問の予備日としておりましたが、

全ての一般質問を終了したことから休会といたした

いと思いますが、これに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 御異議ないものと認め、した

がって13日は休会といたします。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでご

ざいました。 

午後４時06分 散会 

───────────────── 


